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は
じ
め
に

　

雪
舟
等
楊
は
、
応
仁
元
年
（
成
化
三
、
一
四
六
七
）
か
ら
足
か
け
三
年
に
及
び
、
大
内
政
弘
派
遣
の
遣
明
船
に
同
行
し
て
、
中
国
を
旅

行
し
た
。
雪
舟
と
い
え
ば
、
日
本
絵
画
史
に
聳
え
立
つ
「
画
聖
」
と
称
え
ら
れ
、
中
国
旅
行
に
つ
い
て
も
、
そ
の
画
業
の
飛
躍
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
で
き
ご
と
と
し
て
、
種
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
か
げ
で
比
較
的
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
作
品
群
に
、
中
国
で

じ
っ
さ
い
に
見
た
景
物
を
写
し
た
と
さ
れ
る
一
連
の
実
景
画
群
や
「
国
々
人
物
図
巻
」
が
あ
る
）
1
（

。

　

雪
舟
は
、
寧
波
到
着
後
ま
も
な
く
天
童
山
に
赴
い
て
首し

ゆ

座そ

（
第
一
座
）
の
地
位
を
得
た
。
こ
れ
は
北
京
大
興
隆
寺
住
持
魯
庵
純
拙
が
一

四
六
八
年
に
雪
舟
に
与
え
た
「
送
雪
舟
詩
并
序
」（
永
青
文
庫
蔵
）
に
「
日
本
僧
の
揚
雪
舟
な
る
者
、
‥
‥
去
歳
よ
り
四
明
（
寧
波
）
に

遊
び
、
天
童
山
第
一
座
に
陞
る
」
と
あ
っ
て
、
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
）
2
（

。
雪
舟
は
帰
国
後
、
作
品
に
し
ば
し
ば
「
天
童
第
一
座
」
の
称

号
を
誇
ら
し
げ
に
書
き
入
れ
て
い
る
）
3
（

（
図
１
）。
一
五
一
二
年
入
明
の
遣
明
正
使
了
庵
桂
悟
は
、「
題
雪
舟
山
水
図
詩
」（
藤
田
美
術
館
蔵
）
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の
な
か
で
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
「
字
号
雪
舟
諱
等
揚
、
自
ら
天

童
典
賓
職
）
4
（

と
謂
ふ
」
と
い
い
、
み
ず
か
ら
の
遣
明
使
行
を
「
東
藩

入
貢
し
て
観
光
を
喜
ぶ
」
と
表
現
し
、
文
末
で
「
大
明
阿
育
王
山

広
利
禅
寺
百
二
代
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
両
人
を
ふ
く
む
日
本
五

山
僧
の
中
国
崇
拝
ぶ
り
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
遣
明
使
節
僧
の
中
国
で
の
行
動
を
伝
え
る
文
字
史

料
に
、「
入
明
記
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
記
録
が
あ
る
。
雪
舟
の

加
わ
っ
た
遣
明
使
に
関
し
て
は
「
戊
子
入
明
記
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
遣
明
使
節
行
に
か
か
わ
る
文
書
の
写
を
中
心
と
す
る
記
録

で
、
旅
行
記
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
年
代
の
近
い
遣
明
使
の
旅
行

記
と
し
て
、
一
四
五
三
年
入
明
の
遣
明
使
（
正
使
は
東
洋
允い
ん

澎ぼ
う

）
に
従
僧
と
し
て
参
加
し
た
笑
し
よ
う

雲う
ん

瑞ず
い

訢き
ん

の
「
入
唐
記
」（『
笑
雲
入
明
記
』）

が
あ
る
）
5
（

。
雪
舟
研
究
に
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
史
料
だ
が
、
雪
舟
と
笑
雲
の
中
国
体
験
に
は
重
な
り
あ
う
部
分
が
多

く
）
6
（

、『
笑
雲
入
明
記
』
を
読
み
こ
む
こ
と
で
、「
雪
舟
と
中
国
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
あ
ら
た
な
角
度
か
ら
照
ら
し
だ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

雪
舟
と
笑
雲
。
か
た
や
だ
れ
も
が
知
る
「
画
聖
」
で
あ
り
、
こ
な
た
は
等
持
寺
住
持
、
さ
ら
に
は
南
禅
寺
住
持
に
昇
っ
た
と
は
い
え
、

今
は
ほ
と
ん
ど
無
名
の
一
禅
僧
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
ふ
た
り
は
ほ
ぼ
同
時
代
人
だ
が
（
笑
雲
が
や
や
年
長
か
）、
ど
こ
か
で
そ
の
軌
跡

が
交
わ
っ
た
形
跡
も
な
い
。
し
か
し
、
え
が
た
い
入
明
体
験
を
雪
舟
は
絵
で
、
笑
雲
は
文
で
後
世
に
残
し
た
。
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
こ
と

で
、
一
五
世
紀
の
渡
海
禅
僧
が
中
国
で
な
に
を
体
験
し
た
か
、
そ
の
体
験
は
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
で
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
か
を
、
考
え

図１　 「慧可断臂図」部分（図録『没後
500年特別展 雪舟』p.160）

　　　斉年寺蔵



雪
舟
等
楊
と
笑
雲
瑞
訢

― 3―

て
み
た
い
。

一　
「
国
々
人
物
図
巻
」
と
『
笑
雲
入
明
記
』
の
諸
蕃

「
国
々
人
物
図
巻
」
の
実
用
性

　

京
都
国
立
博
物
館
の
所
蔵
す
る
伝
雪
舟
「
国
々
人
物
図
巻
」（
図
２
）
は
、
種
々
の
身
分
や
民
族
の
人
び
と
の
姿
、
象
・
駱
駝
以
下
の

動
物
、「
馬
船
」
と
い
う
帆
船
を
描
く
。
最
後
に
「
行
年
八
十
二
雪
舟
筆
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
帰
国
の
三
二
年
後
に

描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
落
款
は
写
で
疑
う
余
地
が
あ
る
。
二
三
人
の
人
物
、
六
種
の
動
物
を
並
べ
る
形
式
は
、
異
国
情
報
を
盛
っ

た
人
づ
く
し
、
動
物
づ
く
し
の
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
船
が
一
つ
だ
け
な
の
が
不
審
で
あ
る
。

　
『
笑
雲
入
明
記
』
癸
酉
（
一
四
五
三
）
八
月
二
四
日
条
に
、
揚
州
広
陵
駅
の
繁
華
な
情
景
を
、「
駅
楼
は
重
々
と
し
て
簷え
ん

楹え
い

（
軒
と
柱
）

飛
舞
す
。
駅
の
前
は
江
淮
等
の
処
の
馬
・
快
・
紅
・
站
諸
船
、
舳じ
く
ろ艫
相あ
い

啣ふ
く

む
」
と
描
写
し
、
同
九
月
二
五
日
条
に
も
、
大
運
河
の
終
点
通

州
通
津
駅
に
つ
い
て
、「
馬
船
・
快
船
・
孔

〔
紅
カ
〕船

・
站
船
・
運
粮
船
等
四
集
す
。
諸
船
は
み
な
こ
こ
に
繋
ぐ
」
と
説
明
す
る
。
と
も
に
馬
船
0

0

を
筆
頭
に

0

0

0

0

、
大
運
河
を
い
き
か
う
船
の
種
類
を
列
挙
し
て
い
る
。
馬
船
は
相
当
数
の
人
と
荷
物
を
載
せ
ら
れ
る
貨
客
船
で
、
も
っ
と
も
目

に
つ
く
存
在
だ
っ
た
ら
し
い
。
快
船
は
快
速
船
、
紅
船
は
囚
人
を
載
せ
た
船
、
站
船
は
役
所
の
公
用
船
、
運
粮
船
は
食
糧
運
搬
船
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、「
国
々
人
物
図
巻
」
は
現
状
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
ほ
ん
ら
い
は
馬
船
の
あ
と
に
何
種
類
か
の
船
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
）
7
（

。

　

本
図
は
雪
舟
が
中
国
滞
在
中
に
目
に
し
た
も
の
を
写
し
た
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
雪
舟
描
く
諸
蕃
の
う
ち
、
西
蕃
人
・
天
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竺
人
を
除
く
人
び
と
は
、
一
四
五
三
年
入
明
の
遣
明
使
に
よ
っ
て
目
撃
さ
れ
て
お
り

（『
笑
雲
入
明
記
』、
後
述
）、
雪
舟
も
か
れ
ら
を
じ
っ
さ
い
に
見
た
可
能
性
は
高
い
）
8
（

。

ま
た
動
物
の
最
後
に
日
本
で
も
珍
し
く
な
い
猪
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
お
な

じ
こ
と
を
示
唆
す
る
。だ
が
一
方
で
、人
物
も
動
物
も
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
描
か
れ
て
い
て
、「
職
貢
図
）
9
（

」
等
、
下
敷
き
と
な
る
何
ら
か
の
絵
巻
な
い
し
図

譜
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
「
職
貢
図
」
等
が
、
中
国
王
朝
に
入
貢
す
る
諸
蕃
の
姿
を
描
い
て
朝
貢
秩

序
を
視
覚
化
す
る
意
図
を
も
つ
の
に
対
し
て
、「
国
々
人
物
図
巻
」
で
は
、
前
半
の

一
四
人
が
王
か
ら
百
姓
に
至
る
各
階
層
の
明
人
、
後
半
の
九
人
が
回
々
人
・
噠だ
つ

旦た
ん

人
・
西
蕃
人
・
女
真
国
人
・
南
蕃
人
・
天
竺
人
・
高
麗
人
・
琉
球
人
・
レ
ウ
ト
ウ

（
遼
東
）
人
の
諸
蕃
と
な
っ
て
い
る
。
諸
蕃
の
一
員
と
し
て
の
日
本
人
の
眼
か
ら
、

眼
に
触
れ
た
あ
ら
ゆ
る
範
疇
の
人
間
を
描
こ
う
と
す
る
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。
ほ
と

ん
ど
の
人
物
が
左
斜
め
前
か
ら
見
た
角
度
で
描
か
れ
る
が
、西
蕃
人
は
真
横
を
む
き
、

天
竺
人
は
正
面
を
む
い
て
首
を
右
に
振
り
、
首
を
左
に
振
る
つ
ぎ
の
高
麗
人
と
視
線

を
合
わ
せ
る
よ
う
に
描
く
な
ど
、
多
少
の
変
化
を
つ
け
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
諸
蕃
が
す
べ
て
「
何
々
人0

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
唱
人
・
武
者
・

羅ラ

摩マ

僧
が
職
能
に
対
応
す
る
グ
ル
ー
プ
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
、
の
二
点
か
ら
、
一
四

図２　 「国々人物図巻」（『雪舟等楊　「雪舟への旅」展研究図録』p.72）
京都国立博物館蔵



雪
舟
等
楊
と
笑
雲
瑞
訢

― 5―

人
目
に
く
る
羅
摩
僧
を
前
半
に
入
れ
た
が
、
こ
の
並
び
か
ら
も
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
羅
摩
僧
は
国
の
内
外
の
境
界
に
ま
た
が
る
類
型
で

あ
っ
た
。そ
の
こ
と
は
、『
笑
雲
入
明
記
』の
甲
戌
年（
一
四
五
四
）元
旦
拝
賀
の
記
事
に
、「
日
本
・
頼ラ

麻マ

・
高
麗
・
回
回
・
韃
旦
・
達
々
・

女
真
・
雲
南
・
四
川
・
琉
球
等
諸
蕃
み
な
こ
れ
に
預
か
る
」
と
あ
っ
て
、
頼
麻
・
雲
南
・
四
川
が
「
諸
蕃
」
扱
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
推
察
さ
れ
る
。

　

前
半
の
一
一
人
め
ま
で
は
、
王
・
唐
僧
・
太
人
・
秀
才
・
秀
才
・
外
郎
・
内
官
・
道
士
・
太
人
女
子
・
百
姓
・
百
姓
女
子
で
、
太
人
女

子
ま
で
が
聖
俗
の
支
配
層
で
あ
る
。
王
の
み
が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
内
官
（
宦
官
）・
道
士
な
ど
中
国
に
特
徴
的
な
存
在
や
、
官
民
の

女
子
に
も
眼
を
注
い
で
い
る
。
二
像
あ
る
秀
才
は
有
冠
の
壮
年
と
無
冠
の
若
年
を
描
き
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
道
具
を
持
つ
者
は
左

手
に
剣
を
握
る
武
者
の
み
で
あ
る
。
唱
人
は
楽
人
か
と
思
わ
れ
る
が
、
楽
器
等
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

動
物
は
す
べ
て
左
向
き
で
、
象
・
駱
駝
（
文
字
表
記
を
欠
く
）・
騾
馬
・
驢
馬
・
羊
・
猪
子
の
六
種
。
選
択
の
基
準
は
不
明
だ
が
、
画

家
が
じ
っ
さ
い
に
見
た
も
の
に
限
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、「
国
々
人
物
図
巻
」
は
日
本
水
墨
画
に
お
い
て
類
例
の
な
い
作
品
で
あ
り
、
一
六
〇
九
年
の
「
三
才
図
会
」
に
先
行
す
る
「
国

づ
く
し
」
の
絵
画
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
中
国
情
報
を
整
理
し
て
日
本
人
に
見
せ
る
実
用
的
な
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
も
に
遣
明
使
に
加
わ
っ
て
雪
舟
と
知
己
と
な
っ
た
呆ば
い

夫ふ

良
心
は
、
一
四
六
七
年
豊
後
府
中
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
て
書
い
た
「
天
開
図
画

楼
記
）
10
（

」（
一
枝
軒
梅
船
『
図
書
考
略
記
』
巻
二
所
収
）
に
、「
公
嘗
て
南
遊
し
、
余
も
亦
同
舟
し
、
天
下
の
名
山
・
大
川
を
歴
覧
せ
り
。
都

邑
の
雄
富
、
州
府
の
盛
麗
、
及
び
九
夷
八
蛮

0

0

0

0

、
卉
服
0

0

0

衣0

（
草
や
毛
の
衣
服
）、
異
形
奇
状
の
物

0

0

0

0

0

0

を
以
て
、
一
一
模
写
す
。
以
て
之
を
手

に
得
て
心
に
応
ず
れ
ば
、
則
ち
其
の
画
意
の
闊
に
し
て
大
な
る
こ
と
、
言
わ
ず
し
て
知
る
べ
し
矣
」
と
記
し
た
。「
国
々
人
物
図
巻
」
に

描
か
れ
た
も
の
が
、「
九
夷
八
蛮
、
卉
服

衣
、
異
形
奇
状
の
物
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
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『
笑
雲
入
明
記
』
に
記
さ
れ
た
諸
蕃

　
『
笑
雲
入
明
記
』
に
は
、
諸
国
か
ら
朝
貢
の
た
め
に
明
を
訪
れ
た
使
者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

癸
酉
（
一
四
五
三
）
六
月
二
五
日
、
寧
波
滞
在
中
の
笑
雲
一
行
は
、
温
州
か
ら
来
た
李
内
官
か
ら
、
琉
球
が
馬
一
五
匹
・
硫
黄
二
万
斤
・

蘇
木
一
五
〇
〇
斤
を
貢
し
た
、
と
い
う
情
報
を
得
た
。
笑
雲
が
と
く
に
こ
れ
を
書
き
留
め
た
の
は
、
馬
と
硫
黄
が
日
本
か
ら
の
貢
納
物
と

重
複
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
先
に
京
着
す
る
か
も
関
心
事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
八
月
二
六
日
に
は
淮
安
府
山
陽
県
で
「
剌
麻
国
番
僧

の
船
二
隻
、
北
京
を
辞
し
て
帰
る
」
の
と
す
れ
ち
が
っ
た
。

　

九
月
二
六
日
に
北
京
の
会
同
館
に
落
ち
着
い
て
か
ら
は
、
同
時
に
在
館
し
た
「
南
蛮
爪
哇
国
人
百
余
人
」
か
ら
日
本
と
通
信
し
た
い
と

求
め
ら
れ
た
り
（
一
〇
月
一
三
日
）、
全
員
馬
皮
を
着
て
韃
靼
人
に
似
た
女
真
人
や
（
同
月
一
四
日
）、
献
馬
二
〇
匹
を
帯
同
し
た
回
回
人

や
（
同
月
二
〇
日
）、
駱
駝
二
〇
余
匹
を
帯
同
し
た
韃
靼
人
八
〇
〇
人
（
一
一
月
一
六
日
）
や
、
高
麗
官
人
（
一
二
月
九
日
）
や
、
四
川

人
二
〇
〇
余
人
（
同
月
二
三
日
）
や
の
来
朝
を
目
撃
し
た
。
こ
こ
で
も
四
川
人
が
外
国
人
と
し
て
会
同
館
に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
が
眼
を

ひ
く
。
回
回
人
到
着
の
翌
日
に
は
、
か
れ
ら
の
宿
舎
を
訪
問
し
て
、
字
を
書
く
と
こ
ろ
を
見
、
横
書
き
で
あ
る
こ
と
や
梵
字
と
似
て
非
な

字
形
に
注
目
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
逆
に
日
本
人
が
見
物
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
一
月
八
日
の
朝
参
で
、
奉
天
門
で
日
本
貨
物
を
献

じ
た
と
き
、
韃
靼
・
回
回
の
諸
蕃
が
こ
れ
を
観
て
い
た
。
ま
た
、
一
二
月
二
一
日
に
会
同
館
本
館
で
茶
飯
の
も
て
な
し
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、
清
海
と
い
う
日
本
人
が
高
麗
人
と
席
次
を
争
い
、
主
客
司
が
や
っ
て
き
て
日
本
を
左
、
高
麗
を
右
と
裁
定
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ

た
。

　

年
末
に
外
国
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
来
朝
す
る
の
は
、
元
日
の
拝
賀
に
参
列
す
る
た
め
で
、
あ
ら
か
じ
め
明
側
か
ら
そ
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
て



雪
舟
等
楊
と
笑
雲
瑞
訢

― 7―

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
暮
れ
も
お
し
つ
ま
っ
た
二
七
日
、
百
官
が
朝
天
宮
に
集
ま
っ
て
歳
旦
朝
礼
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
場
に
外
国
人
も
全
員
呼
ば
れ
て
参
加
し
た
。
そ
し
て
元
旦
、
諸
蕃
が
顔
を
そ
ろ
え
て
拝
賀
に
臨
ん
だ
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ

る
）
11
（

。

二　

紫
禁
城
で
龍
顔
を
拝
す

習
礼
、
朝
参
、
賜
宴

　

笑
雲
ら
の
日
本
進
貢
使
は
、
北
京
入
城
三
日
目
の
景
泰
四
年
（
一
四
五
三
）
九
月
二
八
日
、
早
く
も
朝
参
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
前
日
、

鴻こ
う

臚ろ

寺じ

習
礼
亭
で
朝
参
礼
の
練
習
が
あ
っ
た
。
一
一
月
一
四
日
の
冬
至
朝
参
の
二
日
前
、
元
日
の
歳
旦
朝
礼
の
四
日
前
に
も
、
朝
天
宮
に

諸
蕃
が
呼
ば
れ
て
練
習
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

初
の
朝
参
で
は
、
長
安
街
か
ら
長
安
門
（
現
存
せ
ず
）、
承
天
門
（
現
、
天
安
門
）、
端た
ん

門も
ん

を
抜
け
て
、
午ご

門も
ん

の
腋え
き

門も
ん

（
お
そ
ら
く
左
腋

門
）
か
ら
紫
禁
城
内
に
進
入
し
た
。
進
貢
使
た
ち
は
、
宮
城
の
中
心
奉
天
殿
（
現
、
太
和
殿
）
の
正
門
で
あ
る
奉
天
門
（
現
、
太
和
門
）

で
景
泰
帝
に
見ま
み

え
、
官
人
の
提
唱
に
従
っ
て
、
鞠き
つ

躬き
ゆ
うと
し
て
拝
し
、
起
っ
て
叩こ
う

頭と
う

し
、
起
っ
て
平
身
し
、
跪
い
て
叩
頭
し
た
。
こ
れ
で
朝

参
が
終
わ
り
、
つ
い
で
午
門
の
左
腋
門
か
ら
南
に
張
り
出
し
た
闕け

つ

左さ

門も
ん

で
賜
宴
が
あ
っ
た
。
宴
が
果
て
る
と
端
門
に
移
動
し
、
跪
き
叩
頭

し
て
門
を
出
、
礼
部
院
に
赴
い
て
礼
部
尚
書
胡こ

濙え
い

に
拝
謁
し
た
（
図
３
）。

　

三
日
後
の
一
〇
月
一
日
に
も
同
様
の
次
第
で
朝
参
が
あ
り
、
翌
二
日
の
朝
参
で
、
い
よ
い
よ
正
使
東
洋
允
澎
が
奉
天
門
で
日
本
国
王
の

表
文
を
捧
げ
、
進
貢
使
の
も
っ
と
も
重
要
な
任
務
が
終
わ
っ
た
（
捧
表
と
な
ら
ん
で
重
要
な
は
ず
の
日
本
国
王
あ
て
詔
書
の
受
領
に
つ
い
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て
は
、
な
ぜ
か
ど
こ
に
も
記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
）。
次

第
は
前
二
回
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
日
日
本
貢
馬
二

〇
匹
が
京
着
、
こ
れ
に
随
行
し
て
き
た
馬
船
衆
が
四
日
に

奉
天
門
で
天
子
に
朝
見
し
、
五
日
に
は
天
子
が
奉
天
門
で

貢
馬
を
覧
た
。
八
日
に
は
四
・
六
・
七
・
八
号
船
の
衆
が

入
京
し
、
一
〇
日
に
朝
参
を
遂
げ
て
い
る
。
一
一
日
、
礼

部
で
日
本
勘
合
の
検
査
が
あ
り
、
一
五
日
に
ま
た
奉
天
門

で
天
子
に
朝
見
し
た
。
こ
の
日
は
賜
宴
の
の
ち
、
皇
帝
の

秘
書
局
と
も
い
う
べ
き
翰
林
院
を
訪
れ
て
い
る
。

　

一
一
月
一
日
は
新
暦
（
次
年
の
暦
）
を
頒わ

か
つ
日
で
あ

る
。
進
貢
使
は
奉
天
門
の
左
隣
の
西
角
門
（
正
し
く
は
右

隣
の
東
角
門
か
）
か
ら
入
り
、
左
に
進
ん
で
奉
天
門
、
さ

ら
に
右
に
進
ん
で
奉
天
殿
に
至
っ
た
。
奉
天
殿
ま
で
進
入

す
る
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
皇
帝
に
見
え
、

朝
礼
が
終
わ
る
と
、「
景
泰
五
年
甲
戌
暦
」
を
賜
わ
り
、

百
官
・
諸
人
が
わ
れ
さ
き
に
暦
を
奪
い
あ
っ
た
。
闕
左
門

で
の
賜
宴
、
礼
部
院
で
の
謁
見
は
九
月
二
八
日
と
同
様
で

図３　紫禁城図（東洋文庫798『笑雲入明記』p.107）
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あ
る
。
一
一
月
八
日
の
朝
参
で
日
本
貨
物
を
献
じ
、
同
一
二
日
の
朝
参
で
衣
を
賜
り
、
同
一
三
日
の
朝
参
で
賜
衣
の
謝
を
致
し
た
。
こ
の

日
ま
た
礼
部
院
で
謁
見
が
あ
っ
た
。
同
一
四
日
の
冬
至
朝
参
で
は
、
一
日
と
同
様
奉
天
殿
で
天
子
に
見
え
た
が
、
文
楼
・
武
楼
に
は
さ
ま

れ
た
殿
前
の
広
場
で
は
、
万
官
が
所
定
の
場
所
に
整
列
し
、
万
歳
三
呼
の
声
は
天
地
を
ゆ
る
が
し
た
。

　

景
泰
五
年
（
一
四
五
四
）
元
日
朝
賀
の
儀
式
は
、
二
七
歳
に
な
っ
た
景
泰
帝
が
奉
天
殿
に
出
御
す
る
と
、
通
常
の
朝
参
よ
り
は
る
か
に

煩
瑣
な
拝
礼
が
行
わ
れ
、
万
歳
の
三
呼
、
万
々
歳
の
三
呼
が
あ
り
、
ま
た
拝
礼
が
あ
っ
た
。
儀
式
に
は
前
述
し
た
多
数
の
諸
蕃
使
が
参
列

し
、
賜
宴
に
も
預
か
る
、
と
い
う
盛
儀
だ
っ
た
。
ま
た
、
正
月
一
一
日
か
ら
翌
日
に
わ
た
っ
た
天
壇
行
幸
も
、
奏
楽
し
て
前
を
行
く
者
数

千
人
、
宝
玉
を
背
負
っ
て
行
く
象
三
匹
、
六
龍
車
二
台
、
二
頭
の
象
が
牽
く
車
二
台
、
帝
の
鳳ほ
う

輦れ
ん

を
擁
衛
す
る
武
官
数
万
人
、
甲
冑
を
着

け
て
馬
に
乗
る
兵
士
三
六
万
人
と
い
う
、
た
い
そ
う
な
も
の
だ
っ
た
。「
国
々
人
物
図
巻
」
に
描
か
れ
た
象
は
、
年
は
ち
が
う
が
こ
の
儀

式
に
登
場
し
た
象
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
『
笑
雲
入
明
記
』
に
記
さ
れ
る
日
本
進
貢
使
の
朝
参
は
計
二
六
回
で
、
そ
の
う
ち
帝
の
出
御
は
九
回
あ
っ
た
）
12
（

。
た
い
へ
ん
な
精
励
ぶ
り

で
あ
る
。
九
回
の
う
ち
と
く
に
重
要
な
一
一
月
一
日
（
頒
暦
）、
同
一
四
日
（
冬
至
）、
正
月
一
日
（
歳
旦
）
の
三
回
は
、
進
貢
使
は
紫
禁

城
の
中
心
か
つ
最
大
の
建
物
で
あ
る
奉
天
殿
に
ま
で
至
っ
て
皇
帝
に
拝
礼
し
た
が
、
他
の
六
回
は
皇
帝
が
日
常
政
務
を
覧
る
空
間
で
あ
る

奉
天
門
に
出
む
い
て
朝
見
が
行
な
わ
れ
た
。
朝
参
が
す
む
と
、
進
貢
使
は
闕
左
門
に
移
動
し
て
宴
を
賜
わ
っ
た
。
一
二
月
二
日
の
朝
参
の

記
事
に
「
朝
参
毎
に
必
ず
宴
を
賜
ふ
」
と
あ
る
。
歳
旦
の
賜
宴
は
と
く
に
「
光
禄
宴
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

笑
雲
の
記
録
し
た
よ
う
に
進
貢
使
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
天
子
に
見ま

み

え
る
の
は
、
は
た
し
て
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
試
み
に
、
嘉

靖
一
九
年
（
一
五
四
〇
）
の
三
月
二
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で
北
京
に
滞
在
し
た
遣
明
使
（
正
使
湖
心
碩
鼎
・
副
使
策
彦
周
良
）
の
ケ
ー
ス

と
比
較
し
て
み
よ
う
（『
策
彦
和
尚
初
渡
集
』）。
策
彦
一
行
は
三
月
七
日
に
初
度
の
朝
拝
（
朝
参
に
お
な
じ
）
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
場
所
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は
午
門
の
前
す
な
わ
ち
紫
禁
城
の
外
で
あ
っ
て
、
当
然
嘉
靖
帝
の
出
御
は
な
か
っ
た
。
持
参
し
た
表
文
を
朝
拝
の
場
で
捧
呈
す
る
こ
と
も

か
な
わ
ず
、
翌
日
通
事
に
託
し
て
礼
部
に
届
け
る
と
い
う
粗
略
な
扱
い
を
受
け
た
。
そ
の
後
も
天
子
の
病
気
や
外
出
を
理
由
に
朝
拝
は
省

略
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
三
月
一
九
日
に
会
同
館
で
の
大
茶
飯
を
謝
す
る
た
め
の
拝
礼
が
午
門
で
、
五
月
二
日
に
賜
衣
を
謝
す
る
た
め
の

拝
礼
が
禁
庭
（
詳
細
な
場
所
は
不
明
）
で
、
行
な
わ
れ
た
に
留
ま
る
。
離
京
前
々
日
の
五
月
七
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
午
門
の
内
、
奉

天
門
左
前
方
の
左
順
門
ま
で
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
回
詔
が
手
交
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
応
対
し
た
の
は
太
監
（
高
位
の
宦
官
）
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
策
彦
ら
は
お
そ
ら
く
天
子
の
顔
を
拝
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

笑
雲
ら
の
見
え
た
天
子
景
泰
帝
は
、
一
四
四
九
年
に
、
モ
ン
ゴ
ル
親
征
を
試
み
た
兄
正
統
帝
が
土ど

木ぼ
く

堡ほ

で
オ
イ
ラ
ー
ト
の
首
長
エ
セ
ン

の
虜
と
な
っ
た
（
土
木
の
変
）
た
め
に
、
思
い
が
け
な
く
皇
位
を
践
ん
だ
。
一
年
後
に
送
り
返
さ
れ
て
き
た
兄
を
、
皇
城
の
一
角
に
幽
閉

し
た
状
態
で
治
世
は
推
移
す
る
。
景
泰
帝
は
、
政
務
に
励
み
諸
儀
式
に
露
出
す
る
こ
と
で
、
皇
位
に
あ
る
こ
と
の
正
統
性
を
顕
示
し
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
そ
の
努
力
も
む
な
し
く
、
一
四
五
七
年
に
兄
の
返
り
咲
き
を
許
し
て
し
ま
う
（
奪
門
の
変
）
13
（

）。
こ
れ
に
対

し
て
策
彦
ら
の
遣
明
使
に
つ
い
て
は
、
前
回
に
起
き
た
寧
波
の
乱
（
一
五
二
三
年
）
に
よ
る
対
日
感
情
の
悪
化
が
尾
を
引
い
て
お
り
、
こ

れ
も
常
態
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

雪
舟
、
礼
部
院
の
壁
に
絵
を
描
く

　

雪
舟
が
加
わ
っ
た
遣
明
使
は
、
笑
雲
ら
の
遣
明
使
に
続
く
も
の
で
、
雪
舟
の
乗
る
三
号
大
内
船
は
一
四
六
七
年
入
明
、
と
き
の
天
子
は

景
泰
帝
の
兄
の
子
成
化
帝
で
あ
っ
た
。
笑
雲
ら
の
遣
明
使
は
、
船
数
九
艘
（
計
画
段
階
で
は
一
〇
艘
）・
総
人
員
一
二
〇
〇
名
に
ま
で
ふ

く
れ
あ
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
辟
易
し
た
明
は
、
一
〇
年
一
貢
、
船
は
三
艘
以
内
、
総
人
員
は
三
〇
〇
人
以
内
と
い
う
制
限
規
定
を
日
本
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側
に
申
し
渡
し
た
。
雪
舟
ら
の
遣
明
使
は
こ
れ
を
遵
守
し
た
の
で
、
明
側
も
そ
れ
ほ
ど
悪
感
情
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の

と
き
大
内
船
で
雪
舟
と
乗
り
あ
わ
せ
た
儒
僧
桂
庵
玄
樹
は
、「
予
嘗
て
日
域
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
を
以
て
、
使
を
奉
じ
て
中
華
に
赴
く
。

其
の
翌
年
燕
都
（
北
京
）
に
在
り
、
早あ
し
たに
大
明
宮
に
朝
す
」
と
記
し
て
い
る
（『
島
隠
漁
唱
』「
丁
酉
元
旦
之
作
」）。
雪
舟
に
つ
い
て
は
た

し
か
な
記
録
を
欠
く
が
、
そ
れ
な
り
の
回
数
朝
参
し
、
天
子
と
の
会
見
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

雪
舟
は
、
北
京
で
「
礼
部
院
」
の
壁
に
絵
を
描
く
と
い
う
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
14
（

。
一
四
七
六
年
に
書
か
れ
た
呆
夫
良
心

の
「
天
開
図
画
楼
記
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。

向さ
き

者ご
ろ

、
大
明
国
北
京
礼
部
院
、
中
堂
の
壁
に
於
て
、
尚
書
姚
公
）
15
（

、
公
（
雪
舟
）
に
命
じ
画
か
し
め
て
曰
く
、「
凡
そ
今
外
蕃
の
重
訳

入
貢
せ
る
者
、
殆
ど
三
十
余
国
に
到
る
も
、
未
だ
公
の
画
く
所
の
如
き
を
見
ず
。
況
や
又
本
部
は
科
挙
の
事
を
司
る
な
れ
ば
、
則
ち

中
朝
の
名
士
、
斯
の
堂
に
升の
ぼ

ら
ざ
る
者
莫な

し
。
是
の
時
に
及
ん
で
諸
生
を
召
し
、
壁
上
を
指
し
て
必
ず
言
は
ん
、『
是
れ
乃
ち
日
本

上
人
楊
雪
舟
の
墨
妙
な
り
。
外
夷
に
し
て
猶
ほ
斯
の
絶
手
あ
り
、
二
三
子
（
君
た
ち
）
何
ぞ
各
お
の
汝
の
業
に
勤い
そ

し
み
、
以
て
斯
の

域
に
到
ら
ざ
ら
ん
乎
。』」
と
。
方
に
大
邦
に
於
て
賞
嘆
を
加
へ
ら
る
る
こ
と
此
の
若
き
也
。

　

こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
『
五
山
禅
僧
詩
文
集
』
に
収
め
る
万
里
集
九
作
「
雪
舟
為
余
作
金
山
図
并
序
」（
一

四
八
一
年
）
に
、「
雪
舟
翁
、
其
の
芸
を
以
て
大
明
国
に
入
り
、
名
を
礼
部
の
壁
上
に
掛
く
。
翁
の
丹
青
（
絵
画
）、
豈
に
本
国
の
光
華
に

非
ざ
ら
ん
邪
」
と
あ
り
、
お
な
じ
く
万
里
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
三
上
「
山
谷
先
生
画
像
賛
并
序
」（
一
四
八
九
年
）
に
、「
雪
舟
揚
知
賓
、

廼
ち
桑
城4

〔
域
〕
の
人
、
再
び
南
遊
し
、
礼
部
春
院
の
壁
に
画
く
」
と
あ
り
（「
再
び
南
遊
」
は
誤
認
）、
同
書
巻
六
「
屏
風
雪
舟
揚
公
所

画
跋
」（
一
四
九
〇
年
）
に
「
本
邦
に
楊
公
知
賓
な
る
者
あ
り
、
雪
舟
と
号
す
。
‥
‥
三
十
年
前
、
南
舶
に
駕
し
て
大
明
国
を
扣
く
こ
と

三
霜
、
‥
‥
遂
に
官
命
を
受
け
、
礼
部
の
院
壁
に
画
く
」
と
あ
る
。
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こ
の
挿
話
は
超
人
雪
舟
の
あ
か
し
と
し
て
早
く
か
ら
伝
説
化
し
て
い
っ
た
。
彦
龍
周
興
の
『
半
陶
文
集
』
巻
三
「
四
景
図
一
景
一
幅
、

楊
知
客
筆
」（
一
四
八
九
年
）
に
「
芸
を
挟
ん
で
遠
く
中
華
に
往
く
。
天
子
其
の
画
を
観
て
、
以
て
国
の
奇
宝
と
為
し
、
詔
あ
る
に
非
ざ

れ
ば
画
く
を
得
ざ
ら
し
む
。
遂
に
命
じ
て
天
童
名
山
第
一
座
と
為
す
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
早
い
例
で
あ
る
。
雪
舟
が
天
童
山
首
座
と
な
っ

た
の
は
上
京
前
で
帝
命
に
よ
る
の
で
は
な
い
）
16
（

し
、
成
化
帝
が
雪
舟
の
絵
を
国
の
奇
宝
と
し
て
、
か
れ
に
勅
許
な
く
絵
を
描
く
こ
と
を
禁
じ

た
と
い
う
話
に
い
た
っ
て
は
、
む
し
ろ
説
話
の
領
域
に
属
す
る
。

　

こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
笑
雲
ら
の
遣
明
使
が
初
度
の
朝
参
後
、
礼
部
院
に
回
っ
て
礼
部
尚
書
胡
濙
に
謁
見
し
て

お
り
、
同
様
の
謁
見
が
頒
暦
の
朝
参
後
、
謝
賜
衣
の
朝
参
後
に
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
雪
舟
も
遣
明
使
の
一
員
と
し
て
こ
の
種
の

謁
見
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
は
充
分
可
能
性
が
あ
り
、「
天
開
図
画
楼
記
」
が
礼
部
尚
書
と
し
て
姚
蘷
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
も
リ
ア

リ
テ
ィ
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
天
子
と
の
間
で
は
、
朝
見
に
出
御
し
た
際
に
そ
の
顔
を
見
る
く
ら
い
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
接
の
対

話
は
想
定
し
に
く
い
。
雪
舟
に
礼
部
院
壁
の
絵
を
製
作
さ
せ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
礼
部
尚
書
姚
蘷
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、「
官
命
を

受
け
、
礼
部
の
院
壁
に
画
く
」（
万
里
集
九
）
と
い
う
あ
た
り
が
、
事
実
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

雪
舟
が
中
国
滞
在
中
に
描
い
た
こ
と
が
確
実
な
大
作
に
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
四
季
山
水
図
」
四
幅
（
各149.3

×75.7cm

）
が
あ

る
（
図
４
）。
春
・
秋
幅
上
部
の
左
端
、
夏
・
冬
幅
上
部
の
右
端
に
「
日
本
禅
人
等
揚
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
等
楊
」
と

陰
刻
し
た
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
幅
に
「
光
沢
王
府
珍
玩
之
章
」（
陽
刻
朱
方
印
）・「
荊
南
文
献
□
（
世
カ
）
章
」（
陰
刻

朱
方
印
）
と
い
う
二
種
類
の
鑑
蔵
印
が
あ
る
。
鑑
蔵
印
に
つ
い
て
は
、「
光
沢
王
」
を
号
し
今
の
遼
寧
省
を
所
領
と
し
た
皇
親
の
遼
王
一

族
（
朱
氏
）
が
、
永
楽
初
年
に
荊
州
（
湖
南
省
）
に
転
封
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
17
（

。
北
京
で
描
か
れ
た
本
作
が
遼

王
一
族
の
蔵
品
と
な
り
、
い
つ
の
こ
ろ
か
日
本
に
移
っ
て
、
近
代
に
横
浜
の
実
業
家
原
富
太
郎
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
が
購
入
し
た
、
と
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図４　 「四季山水図」四幅のうち秋冬幅（図録『没後500年特別展 雪舟』p.71） 
東京国立博物館蔵
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い
う
伝
来
が
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
絵
は
、
渡
航
前
・
帰
国
後
の
い
ず
れ
の
作
風
と
も
異
な
っ
て
、
―
―
か
つ
て
中
国
画
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ほ
ど
―
―
中

国
院
体
山
水
画
の
画
風
に
忠
実
な
も
の
だ
と
い
う
。
綿
田
稔
は
、
こ
れ
を
礼
部
院
で
描
い
た
絵
そ
の
も
の
だ
と
す
る
大
胆
な
仮
説
を
提
起

し
た
）
18
（

。
た
し
か
に
「
壁
に
画
く
」
と
い
う
表
現
を
「
壁
に
掛
け
る
絵
を
描
い
た
」
と
読
む
こ
と
は
可
能
で
、
確
証
が
得
ら
れ
た
と
ま
で
は

い
え
な
い
も
の
の
、
興
味
ぶ
か
い
着
想
で
あ
る
。

　

一
四
六
八
年
六
月
、
雪
舟
は
北
京
大
興
隆
寺
住
持
で
仏
教
界
を
統
括
す
る
僧
録
司
の
地
位
に
あ
っ
た
魯
庵
純
拙
か
ら
、
送
別
の
詩
な
ら

び
に
序
を
賜
っ
た
）
19
（

。「
日
本
の
僧
楊
雪
舟
な
る
者
、
天
性
画
を
善
く
す
」
で
始
ま
る
こ
の
詩
序
は
、
国
家
を
背
負
う
仏
教
界
の
最
高
権
威

と
い
う
高
み
か
ら
、（
絵
を
善
く
す
る
と
は
い
え
）
蕃
国
の
一
朝
貢
使
僧
に
賜
与
さ
れ
た
、
紋
切
り
型
の
賛
辞
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
。

笑
雲
ら
の
遣
明
使
も
、「
興
隆
寺
大
僧
録
司
右
善
世
南
浦
和
尚
」
か
ら
「
送
行
序
」
を
賜
っ
て
い
る
（『
笑
雲
入
明
記
』
戊
戌
二
月
二
一
日

条
）。
明
に
お
け
る
雪
舟
の
行
動
が
、
遣
明
使
節
団
の
一
員
と
い
う
の
り
0

0

を
出
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
）
20
（

。

三　

雪
舟
周
辺
の
中
国
真
景
画
巻
群
（
一
）
―
―
勝
景
図
巻

「
勝
景
」
の
描
出
法
と
そ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

　
「
伝
雪
舟
」
あ
る
い
は
雪
舟
周
辺
の
作
と
さ
れ
る
、
実
存
す
る
中
国
の
風
景
を
描
い
た
一
群
の
絵
が
あ
る
。

　

①
「
唐
土
勝
景
図
巻
」
一
巻　

伝
雪
舟
筆　

京
都
国
立
博
物
館
蔵

　

②
「
唐
山
勝
景
画
稿
」
一
巻　

模
写
者
不
詳
（
原
本
雪
舟
）　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
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③
「
唐
山
勝
景
画
稿
」
二
巻　

模
写
者
不
詳
（
原
本
雪
舟
）　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵

　

④
「
揚
子
江
図
巻
」
一
巻　

伝
秋
月
筆　

フ
リ
ア
美
術
館
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）
蔵

　

⑤
「
金
山
寺
・
育
王
山
図
」
二
幅　

模
写
者
不
詳
（
原
本
雪
舟
）　

個
人
蔵

　

⑥
「
西
湖
図
」
一
幅　

伝
雪
舟
筆　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵

　

⑦
「
西
湖
図
」
一
幅　

伝
秋
月
筆　

石
川
県
立
美
術
館
蔵　

弘
治
九
年
（
一
四
九
六
）

　

①
は
、
鎮
江
を
中
心
と
す
る
揚
子
江
右
岸
を
描
く
第
一
段
、
蘇
州
東
南
の
呉
江
県
周
辺
を
描
く
第
二
段
、
蘇
州
府
城
西
南
の
宝
帯
橋
と

太
湖
を
描
く
第
三
段
か
ら
な
る
（
図
５
）。
お
お
む
ね
「
伝
雪
舟
筆
」
と
さ
れ
る
が
、
き
わ
め
て
真
筆
に
近
い
も
の
と
見
ら
れ
て
お
り
、

な
か
に
は
真
筆
と
判
定
す
る
美
術
史
家
も
い
る
）
21
（

。
②
③
は
、
前
半
で
①
と
ま
っ
た
く
同
じ
景
物
を
描
い
て
お
り
、
①
あ
る
い
は
そ
の
祖
本

を
忠
実
に
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
半
は
①
に
な
い
定
海
・
紹
興
を
描
い
た
第
四
段
と
寧
波
を
描
い
た
第
五
段
か
ら
な
る
。
②
と
③
と

で
図
柄
に
異
同
は
な
い
が
、
③
は
前
半
・
後
半
を
各
一
巻
に
仕
立
て
て
あ
る
）
22
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
④
は
、
巻
末
の
狩
野
安
信
（
一
七
世
紀
の
絵
師
）
の
極
書
に
は
雪
舟
の
高
弟
秋
月
等
観
の
作
と
あ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

は
雪
舟
の
も
の
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
①
〜
③
の
第
一
段
に
相
当
す
る
景
色
を
描
き
、
共
通
す
る
景
物
が
多
い
が
、
①
〜
③
の
第
一

段
よ
り
も
か
な
り
長
い
（
図
６
）。
描
写
の
対
象
か
ら
み
る
と
、
④
か
ら
冗
長
な
部
分
を
削
り
と
っ
て
再
構
成
し
た
の
が
①
〜
③
第
一
段
、

と
い
う
関
係
に
あ
る
）
23
（

。
し
か
し
描
写
の
タ
ッ
チ
か
ら
み
る
と
、
①
〜
③
が
名
所
図
会
と
し
て
す
っ
き
り
整
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
④
は

筆
の
走
り
が
激
し
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
写
し
取
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
要
素
を
も
ふ
く
み
、
混
沌
の
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
単
純
に
④
（
の

祖
本
）
が
下
書
き
、
①
（
の
祖
本
）
が
完
成
作
と
し
て
わ
り
き
れ
な
い
独
自
性
を
、
④
は
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
）
24
（

。

　

前
掲
し
た
呆
夫
良
心
の
「
天
開
図
画
楼
記
」
に
、「
公
嘗
て
南
遊
し
、
余
も
亦
同
舟
し
、
天
下
の
名
山

0

0

0

0

0

・
大
川
を
歴
覧
せ
り

0

0

0

0

0

0

0

。
都
邑
の

0

0

0



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
册

― 16 ―

図
５
　

 「
唐
土
勝
景
図
巻
」（
『
雪
舟
等
楊
　「
雪
舟
へ
の
旅
」
展
研
究
図
録
』

p.
70
）

京
都
国
立
博
物
館
蔵
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図６　 伝秋月筆「揚子江図巻」（図録『没後500年特別展 雪舟』p.299）
Freer Gallery of Art, Smithsonian Institution, Washington, D.C.
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雄
富
0

0

、
州
府
の
盛
麗

0

0

0

0

0

、
及
び
九
夷
八
蛮
、
卉
服

衣
、
異
形
奇
状
の
物
を
以
て
、
一
一
模
写
す
」
と
あ
る
う
ち
、「
及
び
」
よ
り
後
は
前

述
の
よ
う
に
「
国
々
人
物
図
巻
」
に
照
応
す
る
が
、
傍
点
部
に
照
応
す
る
の
が
こ
れ
ら
の
絵
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、天
下
の
山
河
を
歴
覧
し
た
と
い
う
の
は
は
な
は
だ
し
い
誇
張
で
、じ
っ
さ
い
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
遣
明
使
の
上
京
路
に
沿
っ

た
観
光
名
所
で
あ
り
、
そ
れ
も
寧
波
か
ら
長
江
渡
河
点
ま
で
の
区
間
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
も
遣
明
使
節
団
の
一
員
と
い
う
の
り
0

0

を

出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
景
物
の
描
き
方
も
、
あ
り
の
ま
ま
の
山
河
を
写
し
と
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
な
り
の
約
束
事
に
従
っ

て
描
か
れ
た
名
所
図
会
の
性
格
が
強
い
。
雪
舟
の
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
、
先
行
す
る
中
国
の
名
所
図
絵
に
範
を
と
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
）
25
（

。

　

そ
の
約
束
事
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
第
一
段
冒
頭
に
あ
る
金
山
の
描
き
方
で
、
段
全
体
は
北
か
ら
南
を
眺
め
た
景
色
な

の
に
、
金
山
の
み
は
南
か
ら
北
へ
の
眺
め
に
な
っ
て
い
る
（
図
７
）。
こ
れ
は
金
山
は
南
か
ら
見
た
景
色
が
優
れ
て
い
る
た
め
で
）
26
（

、
じ
っ

さ
い
、
⑤
の
「
金
山
寺
図
」
の
よ
う
に
そ
れ
の
み
を
独
立
さ
せ
た
作
品
も
作
ら
れ
た
（
図
９
）。
も
う
ひ
と
つ
は
、
②
③
の
第
四
・
五
段

に
描
か
れ
る
都
市
の
順
番
で
、
第
四
段
冒
頭
の
定
海
県
（
現
、
鎮
海
市
）
は
、
寧
波
城
外
を
流
れ
る
甬
江
が
杭
州
湾
に
注
ぐ
地
点
に
あ
り
、

寧
波
へ
の
出
入
口
で
あ
る
か
ら
、
遣
明
使
の
旅
程
か
ら
す
れ
ば
寧
波
の
つ
ぎ
に
く
る
の
が
自
然
で
あ
る
）
27
（

。
そ
の
順
番
を
あ
え
て
避
け
た
理

由
を
推
測
す
る
と
、
遣
明
使
に
と
っ
て
明
へ
の
出
入
口
と
い
う
実
感
が
湧
く
の
は
何
と
い
っ
て
も
寧
波
で
あ
り
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
巻
末

に
近
い
「
日
本
船
津
」
と
い
う
書
き
こ
み
（
後
述
）
に
露
頭
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
寧
波
は
絵
巻
の
最
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
定
海
県

が
第
四
段
冒
頭
に
追
い
出
さ
れ
た
。
で
は
定
海
県
が
そ
こ
に
く
る
必
然
性
は
と
い
え
ば
、
第
四
・
五
段
を
一
巻
に
仕
立
て
る
③
の
場
合
、

定
海
県
と
紹
興
府
は
切
れ
目
な
く
続
き
、
画
面
の
両
端
で
川
が
海
に
注
ぐ
と
い
う
、
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
構
図
に
な
っ
て
い
る
（
図
８
、

じ
つ
は
二
つ
の
川
は
と
も
に
甬
江
な
の
だ
が
）。
こ
の
す
わ
り
の
よ
さ
を
求
め
た
結
果
で
は
な
い
か
。
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図７　「唐土勝景図巻」巻頭（図録『没後500年特別展 雪舟』p.72）

図８　 「唐山勝景画稿」定海県と寧波府（図録『没後500年特別展 雪舟』p.213）
東北大学附属図書館蔵
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ま
た
、
画
面
に
相
当
数
の
文
字
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
名
所
図
会
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
。
①
第
一
段
で
は
、
冒
頭
に
「
自

北
京
四
十
日
至
此
処
、
南
京
者
自
此
処
船
路
一
日
ヽ
半
也
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
（
図
７
）、
絵
巻
の
始
ま
り
を
告
げ
る
。
続
い
て
「
金

山
龍
遊
寺
／
妙
高
峯
」「
郭
朴
塚
」「
上
京
渡
也
」（
船
の
脇
）「
鎮
江
府
即
潤
州
府
也
」「
北
固
山
」「
甘
露
寺
」「
多
景
楼
」「
焦
山
寺
」「
揚

子
江
中
流
也
」
と
あ
る
。
第
二
段
に
は
「
呉
江
県
」「
道
士
観
也
」「
接
待
寺
」
の
三
つ
、
第
三
段
に
は
「
宝
帯
橋
」「
大
湖
」
の
二
つ
が

あ
る
。
②
③
の
前
半
と
④
（
第
一
段
の
み
）
に
も
ま
っ
た
く
お
な
じ
文
字
が
あ
り
、
①
〜
④
の
相
互
の
深
い
関
係
性
を
表
し
て
い
る
。
②

③
後
半
の
第
四
段
で
は
「
放
火
」（
烽
火
台
）「
城
裏
」「
定
海
県
」「
鎮
」「
蓬
木
駅
也
」（
蓬
莱
駅
の
誤
り
）「
北
門
也
」「
紹
興
府
」「
会

稽
山
」
が
あ
り
、
第
五
段
で
は
城
内
に
「
天
寧
寺
」「
四
明
駅
」「
湖
心
寺
」「
南
胡
」（
南
湖
か
）、
城
外
に
「
北
門
」「
寧
波
府
東
門
也
」

「
船
橋
」「
日
本
船
津
」
が
あ
る
）
28
（

（
図
８
）。
観
光
名
所
は
た
ん
に
景
色
が
美
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
固
有
名
詞
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
絵
が
、〈
日
本
人
に
中
国
の
「
勝
景
」
を
見
せ
る
〉
と
い
う
実
用
的
目
的
に
そ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

『
笑
雲
入
明
記
』
に
記
さ
れ
た
「
勝
景
」

　
『
笑
雲
入
明
記
』
に
は
、
金
山
、
焦
山
、
北
固
山
、
鎮
江
府
、
甘
露
寺
お
よ
び
多
景
楼
、
呉
江
県
、
太
湖
、
宝
帯
橋
な
ど
、
①
〜
③
に

描
か
れ
た
の
と
お
な
じ
名
所
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
入
明
年
次
は
異
な
っ
て
も
、
遣
明
使
の
寧
波
・
北
京
間
の
行
程
は
ほ
ぼ
お
な
じ

だ
っ
た
の
で
、
入
明
記
か
ら
は
文
字
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
「
勝
景
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
真
景
画
と
入
明
記
と

の
情
報
源
の
共
通
性
か
ら
、
高
橋
範
子
は
、
雪
舟
は
入
明
前
か
ら
描
く
べ
き
名
所
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
）
29
（

。

　

ま
ず
、
①
〜
④
に
は
描
出
が
な
い
が
⑤
に
単
独
で
描
か
れ
て
い
る
育
王
山
（
阿
育
王
寺
）
に
、
笑
雲
は
寧
波
到
着
の
し
ば
ら
く
の
ち
に

訪
れ
て
い
る
（
癸
酉
五
月
一
四
日
条
）。
一
行
は
、
住
持
の
清
源
本
和
尚
か
ら
「
鐘
鼓
を
鳴
ら
し
大
衆
を
率
い
て
山
門
の
外
に
出
迎
す
」
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と
い
う
大
歓
迎
を
受
け
、
大
雄
宝
殿
に
導
か
れ
て
薬
師
如
来
号
を
高
唱
し
、
茶
堂
で
茶
飯
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
妙
勝
宝
殿
に
入
っ
て
大

悲
呪
を
誦
し
た
。
阿
育
王
寺
に
は
、
そ
の
名
の
も
と
に
な
っ
た
阿
育
王
建
立
の
舎
利
塔
が
あ
る
。
寺
僧
は
そ
の
「
三
十
三
重
舎
利
塔
を
開

き
、
そ
の
塔
中
に
手
を
入
れ
、
小
塔
を
捧
げ
て
出
」
し
て
見
せ
た
。
そ
の
大
き
さ
は
七
、
八
寸
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
つ
い
で
寺
内
の
祖

師
堂
を
訪
れ
て
「
開
山
宣
密
居
素
禅
師
」
と
「
当
山
三
十
三
代
無ぶ
し
ゆ
ん準
和
尚
（
師し

範ぱ
ん

）」
の
牌
を
見
、
承
恩
閣
に
進
ん
で
「
釈
教
宗
主
笑
し
よ
う

隠い
ん

訢
禅
師
（
大だ
い

訢き
ん

）」
の
牌
を
見
た
。
そ
の
日
は
天
童
山
景
徳
寺
ま
で
行
っ
て
宿
泊
、
翌
日
大
雄
宝
殿
、
祖
師
堂
（
開
山
義
興
禅
師
の
牌
あ
り
）、

密み
つ

庵た
ん

咸か
ん

傑け
つ

塔
（
玲
瓏
巌
・
大
白
峰
の
間
に
あ
り
）、
九
峰
、
双
鏡
万
工
池
、
万
松
関
、
宿
鷺
亭
址
な
ど
を
廻
っ
た
（
癸
酉
五
月
一
五
日
条
）。

無
準
師
範
・
笑
隠
大
訢
・
密
庵
咸
傑
は
日
本
の
禅
僧
に
も
名
の
と
お
っ
た
宋
元
の
高
僧
で
あ
る
。

　

観
光
の
よ
う
す
は
昔
も
今
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
、
現
在
で
も
阿
育
王
寺
と
天
童
寺
は
セ
ッ
ト
で
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。
と
は
い
え
、
遣
明
使
一
行
が
き
わ
め
て
手
厚
く
処
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
雪
舟
が
天
童
山
を
訪
れ
て
首
座
（
第

一
座
）
の
称
号
を
獲
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
は
個
人
旅
行
と
い
う
よ
り
、
笑
雲
ら
と
同
様
、
遣
明
使
一
行
と
し
て
の
半
公

式
訪
問
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
名
目
的
と
は
い
え
天
童
山
が
首
座
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
雪
舟
は
訪
問
中
に
画
技
を
披
露
し
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
首
座
の
称
号
を
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

八
月
二
〇
日
、
呉
江
県
で
は
水
郷
ら
し
い
名
所
と
し
て
長
橋
（
垂
虹
橋
）
を
見
た
。
こ
の
橋
は
「
洞
」
す
な
わ
ち
ア
ー
チ
が
七
二
あ
り
、

一
洞
の
幅
は
一
間
だ
っ
た
。
こ
の
橋
に
つ
い
て
は
帰
路
に
も
「
呉
江
県
、
宝
帯
橋
五
十
三
洞
、
垂
虹
橋
七
十
二
洞
、
橋
の
半
ば
に
垂
虹
亭

あ
り
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
甲
戌
五
月
一
二
日
条
）。
同
日
条
に
は
続
け
て
「
こ
こ
よ
り
太
湖
に
泛
ぶ
。
湖
は
け
だ
し
湖
・
常
・
宜
・

蘇
の
四
州
を
跨
ぐ
。
片
帆
過よ

ぐ
る
所
は
、
震
沢
・
笠
沢
・
松
江
・
苕
渓
・
顧
渚
・
霅
渓
・
姑
蘇
山
・
西
塞
山
・
洞
庭
な
り
。
湖
中
に
石
堤

あ
り
、
其
の
長
さ
四
十
里
」
と
あ
る
。
じ
っ
さ
い
に
こ
れ
ら
の
場
所
す
べ
て
を
見
た
り
訪
れ
た
り
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
太
湖
周
辺
の
名
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所
を
列
挙
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
①
〜
③
の
第
三
段
に
は
前
述
の
よ
う
に
「
宝
帯
橋
」「
大
湖
」
の
書
き
こ
み
が
あ
り
、
と
く
に
宝
帯
橋
は

画
面
全
体
を
横
ぎ
っ
て
堂
々
た
る
存
在
感
を
見
せ
る
（
図
５
下
段
）。
ア
ー
チ
の
数
を
数
え
て
み
る
と
五
三
で
、
笑
雲
の
記
述
と
正
確
に

一
致
す
る
（
現
存
す
る
橋
は
絵
ほ
ど
長
大
な
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
）。

　

八
月
二
三
〜
二
四
日
に
は
、
①
〜
③
第
一
・
二
段
に
描
か
れ
た
名
勝
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
通
過
し
た
。
二
三
日
条
に
「
鎮
江
府
古
潤
州

0

0

0

0

0

0

、
丹

陽
県
、
南
水
関
、
北
水
関
、
甘
露
寺

0

0

0

に
高
楼
あ
り
、
額
に
多
景
楼

0

0

0

と
曰
ふ
、
京
口
駅
」
と
あ
り
、
二
四
日
条
に
は
「
楊
子
江
を
渡
る
‥
‥

中
流
0

0

に
二
山
あ
り
、
金
山
0

0

・
焦
山
0

0

と
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
帰
途
は
五
月
三
〜
四
日
に
通
過
し
て
お
り
、
三
日
条
に
「
官
船
百
余
、

送
り
て
楊
子
江
に
至
る
、
午
に
金
山
0

0

・
焦
山
0

0

を
過
ぎ
、
晩
に
北
固
山

0

0

0

の
下
に
次や
ど

る
」、
四
日
条
に
「
雨
中
櫓
を
推
し
て
鎮
江
府

0

0

0

丹
徒
県
を

出
づ
」
と
あ
る
。「
鎮
江
府
は
古
の
潤
州
で
あ
る
」
と
か
「
金
山
・
焦
山
は
揚
子
江
の
中
流
に
あ
る
」
と
か
い
う
記
述
は
、
図
巻
と
入
明

記
に
共
通
し
て
お
り
、
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
情
報
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
五
月
四
日
条
の
続
き
に
「（
丹
徒
）
県
は
乃
ち
秦
の
始
皇
、
赭
衣
三
万
人
を
発
し
て
地
脈
を
鑿う
が

つ
の
処
な
り
」
と
い
っ
た
故

事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
で
は
表
現
し
に
く
い
得
意
分
野
と
い
え
よ
う
。

四　

雪
舟
周
辺
の
中
国
真
景
画
巻
群
（
二
）
―
―
西
湖
図
を
中
心
に

ふ
た
つ
の
「
金
山
寺
図
」

　

⑤
の
二
幅
は
、
金
山
寺
・
育
王
山
と
い
う
著
名
な
寺
刹
を
真
正
面
か
ら
説
明
的
に
描
い
た
絵
で
、
雪
舟
筆
の
原
本
を
模
写
し
た
も
の
と

い
う
（
図
９
）。「
金
山
寺
図
」
に
「
大
唐
揚
子
江
心
金
山
龍
游
禅
之
図
、
／
文
明
四
年
壬
辰
（
一
四
七
二
）
之
秋
、
雪
舟
叟
画
」
と
い
う
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落
款
が
あ
る
。
帰
国
後
三
年
目
に
日
本
で
描
い
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
絵
に
つ
い
て
、
大
西
廣
は
「
い

か
に
も
憧
れ
の
名
刹
・
金
山
寺
を
絵
に
し
た
と
い
っ
た
感

じ
の
、
お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
だ
け
で
描
い
た
、
あ
ん
な

あ
り
き
た
り
な
画
像
を
、
雪
舟
に
し
て
も
、
求
め
さ
え
あ

る
な
ら
、
案
外
と
気
楽
に
描
い
て
人
に
与
え
て
い
た
形
跡

の
あ
る
こ
と
‥
‥
」
と
述
べ
）
30
（

、
山
下
裕
二
は
「
意
図
さ
れ

た
形
式
化
」「
模
写
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
制
作
」

と
性
格
づ
け
る
）
31
（

。

　

そ
の
さ
ら
に
九
年
後
、
東
美
濃
の
正
法
寺
で
万
里
集
九

と
出
会
っ
た
雪
舟
は
、「
金
山
寺
図
」
を
描
い
て
贈
り
、

万
里
は
こ
れ
に
ち
な
ん
で
七
言
絶
句
一
首
と
長
文
の
序
を

作
っ
た
（
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
蔵
『
五
山
禅
僧

詩
文
集
』
所
収
「
雪
舟
為
余
作
金
山
寺
図
并
叙
」）。
序
の

一
部
を
掲
げ
る
。

余
の
為
に
南
紙
を
展ひ

ろ

げ
、
淳
玉
（
浮
玉
か
、
金
山
寺

の
別
称
）
の
図
を
作
る
。
両
塔
巍
然
と
し
て
、
郭
璞

図９　「金山寺図」（図録『没後500年特別展 雪舟』p.126）個人蔵
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之
墓
あ
り
、
裴
頭
陀
之
場
あ
り
。
翁
（
雪
舟
）
一
々
指
点
し
、
且
た
曰
く
、「
山
中
棗
木
多
し
、
太
半
は
寺
産
た
り
。〈
櫓
過
妨
僧
夢
、

濤
濺
驚
仏
身
〉
の
句
、
未
だ
虚
語
た
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
余
之
を
聴
き
、
恰
も
金
鰲
の
背
上
に
跨
が
る
が
如
く
、
飄
々
乎
と
し
て
縹

緲
の
間
に
浮
游
す
。

　

万
里
が
贈
ら
れ
た
雪
舟
画
に
は
「
郭
璞
之
墓
」
や
「
裴
頭
陀
之
場
」
が
説
明
の
文
字
を
伴
っ
て
描
き
こ
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、
雪
舟
は

そ
の
い
ち
い
ち
を
指
さ
し
て
万
里
に
説
明
し
て
い
る
。
郭
璞
は
晋
の
詩
人
で
経
学
・
卜
占
に
も
長
じ
、
葛
洪
の
『
神
仙
伝
』
に
伝
が
載
る
。

裴
頭
陀
は
唐
の
僧
で
名
は
法
海
と
い
い
、
毀
壊
し
て
い
た
金
山
寺
を
再
興
し
た
。「
裴
頭
陀
之
場
」
と
は
、
か
れ
が
そ
こ
に
住
ん
で
毎
日

寺
の
修
復
に
い
そ
し
ん
だ
と
い
う
山
洞
か
。
こ
の
「
金
山
寺
図
」
は
⑤
の
「
金
山
寺
図
」
と
は
か
な
り
異
な
る
図
柄
の
よ
う
で
、
む
し
ろ

①
〜
④
の
金
山
寺
部
分
を
切
り
取
っ
た
も
の
に
近
い
絵
か
と
思
わ
れ
る
（
図
７
）。
じ
っ
さ
い
、
①
の
金
山
寺
部
分
を
見
る
と
、
二
つ
の

塔
が
と
く
に
目
立
ち
（
も
ち
ろ
ん
二
塔
は
⑤
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
島
を
埋
め
る
建
物
群
の
な
か
で
さ
ほ
ど
目
立
た
な
い
）、
島
の
左

側
の
河
中
に
立
つ
岩
に
「
郭
朴
塚
」
の
文
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
雪
舟
は
さ
ま
ざ
ま
な
図
柄
の
「
金
山
寺
図
」
を
描
い
て
世
す
ぎ
に
し

て
い
た
。
ま
さ
に
究
極
の
「
実
用
風
景
画
」
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

雪
舟
が
引
用
し
た
詩
句
は
、
五
代
南
唐
の
詩
人
孫
魴
の
絶
唱
と
さ
れ
る
五
言
律
詩
「
題
金
山
寺
」
の
頸
聯
で
、
異
同
あ
り
、「
過
櫓
妨

僧
定
、
驚
濤
濺
仏
身
」
が
正
し
い
）
32
（

。
船
が
い
き
か
い
荒
波
の
立
つ
長
江
に
忽
然
と
浮
か
ぶ
金
山
が
活
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
雪
舟
は
「
ま

さ
に
そ
ん
な
様
子
だ
っ
た
」
と
友
に
語
る
。
ま
た
、
清
代
の
寺
志
『
金
山
志
』
巻
七
に
、「
中
心
叟
〈
日
本
使
臣
〉」
作
の
七
言
律
詩
「
弔

郭
璞
墓
」
が
採
録
さ
れ
、
そ
の
頷
聯
に
「
水
底
に
日
月
を
行め

ぐ

ら
す
天
有
り
、
墓
前
に
児
孫
の
拝
す
る
地
無
し
」
と
あ
る
）
33
（

。
大
内
船
で
入
明

し
た
中
心
・
雪
舟
・
桂
庵
玄
樹
ら
は
、大
内
家
重
臣
杉
氏
出
身
の
延
伯
を
中
心
と
す
る
詩
の
結
社
で
結
ば
れ
て
い
た
）
34
（

。名
勝
金
山
を
め
ぐ
っ

て
古
代
以
来
堆
積
し
た
詩
の
層
。
そ
の
上
に
立
っ
て
雪
舟
の
制
作
は
行
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
詩
と
絵
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
た
が
い
に
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響
き
あ
っ
て
「
勝
景
」
を
描
き
出
し
て
い
た
。

雪
舟
周
辺
の
西
湖
図

　

②
③
を
見
て
不
思
議
に
思
う
の
は
、
遣
明
使
の
上
京
ル
ー
ト
上
最
大
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
西
湖
の
場
面
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
外

国
の
名
勝
で
西
湖
ほ
ど
日
本
人
に
慕
わ
れ
た
所
は
な
い
。
明
初
江
南
に
滞
在
し
て
い
て
、
日
明
関
係
の
緊
張
に
よ
り
雲
南
に
流
謫
の
身
と

な
っ
た
日
本
僧
天
祥
は
、
西
湖
を
夢
に
見
て
、
何
年
も
前
に
杭
州
で
別
れ
た
友
孫
懐
玉
の
た
め
に
詩
を
作
っ
た
（『
滄
海
遺
珠
』
巻
四
）。

杭
城
一
別
已
多
年　
　
　
　

杭
城
に
一
別
せ
し
よ
り
已
に
多
年

夢
裏
湖
山
尚
宛
然　
　
　
　

夢
裏
の
湖
山　

尚
ほ
宛
然
た
り

三
竺
楼
台
晴
似
画　
　
　
　

三
竺
の
楼
台
は
画
似よ

り
も
晴あ
か

る
く

六
橋
楊
柳
晩
如
烟　
　
　
　

六
橋
の
楊
柳
は
烟
如よ

り
も
晩く
ら

し

青
雲
鶴
下
梅
辺
墓　
　
　
　

青
雲
の
鶴
は
下お

る
梅
辺
の
墓

白
髪
僧
談
石
上
縁　
　
　
　

白
髪
の
僧
は
談
ず
石
上
の
縁

残
睡
驚
来
倍
惆
悵　
　
　
　

残
睡
驚
来
（
覚
め
る
）
す
れ
ば
倍ま
す

ま
す
惆
悵
（
嘆
き
悲
し
む
）
た
り

可
堪
身
世
老
南
滇　
　
　
　

堪
ふ
べ
き
や
身し

ん

世せ
い

（
一
生
涯
）
の
南な
ん

滇て
ん

（
雲
南
）
に
老
ゆ
る
を

　

三
天
竺
寺
や
蘇
堤
六
橋
は
西
湖
周
辺
の
名
勝
で
あ
る
。「
梅
辺
の
墓
」
は
、
西
湖
中
の
孤
山
に
隠
居
し
て
梅
を
妻
、
鶴
を
子
と
し
た
林

和
靖
の
墓
、「
石
上
の
縁
」
は
下
天
竺
寺
の
三
生
石
に
ま
つ
わ
る
円
沢
と
李
源
の
故
事
を
指
す
。
そ
の
理
想
郷
に
遊
ぶ
夢
か
ら
覚
め
る
と
、

南
陬
の
地
で
朽
ち
よ
う
と
し
て
い
る
わ
が
身
に
悲
哀
が
つ
の
る
の
だ
っ
た
）
35
（

。
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②
③
に
は
場
面
を
欠
く
も
の
の
、
西
湖
を

描
い
た
絵
は
中
国
で
も
日
本
で
も
無
数
に
生

産
さ
れ
た
）
36
（

。

　

笑
雲
は
一
四
五
三
年
六
月
、
寧
波
の
「
勤

政
堂
」
の
壁
上
に
広
さ
五
丈
ほ
ど
（
約
一
五

メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
巨
大
な
「
杭
西
湖
図
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
（『
笑
雲
入

明
記
』
癸
酉
六
月
二
一
日
条
）。
そ
の
図
柄

を
推
測
さ
せ
る
の
が
、
サ
イ
ズ
は
ず
っ
と
小

さ
い
が
⑥
⑦
で
あ
る
。

　

⑥
は
西
湖
の
全
景
を
東
岸
の
高
所
か
ら
見

下
ろ
す
よ
う
に
描
い
た
絵
で
、
孤
山
、
蘇
堤

の
六
橋
、
保
俶
塔
、
浄
慈
寺
、
霊
隠
寺
、
三

天
竺
な
ど
名
所
の
数
々
が
、
漏
ら
さ
ず
描
き

こ
ま
れ
て
い
る
（
図
10
）。
筆
に
の
び
や
か

さ
を
欠
く
の
で
、
雪
舟
の
真
筆
と
は
考
え
に

く
い
。
し
か
し
、
か
れ
の
「
西
湖
図
」
が
存

図10　伝雪舟筆「西湖図」（図録『没後500年特別展 雪舟』p.125）下段は勝哲による模本。

東京国立博物館蔵

静嘉堂文庫美術館蔵
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在
し
た
こ
と
は
、
建
仁
寺
の
高
僧
で
遣
明
正
使
の
候
補
に
も
あ
が
っ
た
天
隠

龍
沢
が
、「
画
僧
雪
舟
南
遊
の
日
、
屢
し
ば
西
湖
に
遊
び
、
筆
を
執
り
て
自

ら
晴
好
雨
奇
）
37
（

の
変
態
を
写
し
き
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
証
さ
れ
る
（『
翠

竹
真
如
集
』
二
所
収
「
題
扇
面
西
湖
図
」）。
こ
の
絵
も
お
そ
ら
く
⑥
と
似
た

よ
う
な
構
図
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

⑦
も
⑥
と
よ
く
似
た
図
柄
で
、
左
上
隅
に
「
杭
州
西
湖
之
図
／
於
北
京
会

同
館
／
作
、
此
図
弘
治
玖
年
（
一
四
九
六
）
閏
三
月
招
請
」
の
文
字
が
あ
る

（
図
11
）。
こ
の
と
き
入
明
中
だ
っ
た
雪
舟
の
高
弟
秋
月
等
観
の
作
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
図
中
「
北
高
峯
」「
南
高
峯
」「
三
天
竺
」「
霊
隠
寺
」「
飛
猿
峯
」

「
保
叔
塔
寺
」「
講
寺
」「
恵
果
寺
」「
三
賢
」「
六
橋
」「
蘇
公
堤
」「
銭
塘
門
」

「
湧
金
門
」「
清
波
門
」
の
書
き
こ
み
が
あ
り
、
さ
な
が
ら
「
西
湖
名
勝
づ
く

し
」
の
観
を
呈
す
る
）
38
（

。西
湖
体
験
の
虚
実

　

北
京
か
ら
の
帰
途
の
一
四
五
四
年
五
月
、
杭
州
を
数
日
間
観
光
し
た
笑
雲

は
、
呉
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
伍
子
胥
廟
を
訪
れ
、
さ
ら
に
登
っ
て
三
茅
観
の

高
所
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
描
写
さ
れ
た
「
勝
概
」
は
、
さ
な
が
ら
「
西
湖

図11　 伝秋月筆「西湖図」（図録『没後500年特別展 雪舟』p.184）
石川県立美術館蔵
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図
」
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

観
は
蓋
し
呉
中
の
勝
概
な
り
。
西
湖
を
左
に
、
銭
塘
を
右
に
し
て
、
呉
山
の
半
腰
に
拠
る
。
湖
中
に
屹
立
す
る
は
、
則
ち
孤
山
な
り
。

前
面
に
突
出
す
る
は
、
則
ち
飛
来
峯
な
り
。
北
高
峯
・
南
屏
山
・
六
橋
・
三
天
竺
、
一
望
の
間
に
在
る
の
み
。（『
笑
雲
入
明
記
』
戊

戌
五
月
一
八
日
条
）

　

い
っ
ぽ
う
、
一
五
四
〇
年
九
月
、
杭
州
城
清
波
門
外
の
湖
畔
か
ら
短
時
間
観
望
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
遣
明
副
使
策
彦
周
良
は
、

「
余
、
旧
年
海
東
に
在
り
て
其
の
図
を
見
き
。
今
そ
の
真
を
見
て
、
頗
る
感
慨
を
増
」
し
た
。
訪
問
の
叶
わ
な
か
っ
た
「
三
天
竺
・
霊
隠
・

浄
慈
等
の
諸
寺
、孤
山
・
蘇
堤
・
六
橋
の
烟
景
」に
つ
い
て
は
、「
画
図
中
の
物
の
如
し
」と
、絵
の
記
憶
で
我
慢
す
る
し
か
な
か
っ
た（『
策

彦
和
尚
初
渡
集
』
下
・
嘉
靖
一
九
年
九
月
三
日
条
）。

　

逆
に
、
あ
る
日
本
貢
使
は
、
実
見
し
た
西
湖
を
か
つ
て
見
た
「
西
湖
図
」
と
引
き
比
べ
て
、
画
工
を
け
な
し
て
い
う
。
―
―
「
昔
年
曾

て
湖
を
画
く
図
を
見
し
が
、
意お
も

は
ざ
り
き
人
間
に
此
の
湖
あ
ら
ん
と
は
。
今
日
湖
上
打よ

従り

過
ぐ
、
画
工
猶
ほ
自
ら
工
夫
を
欠
く
が
ご
と
し
」

（『
重
刊
日
本
考
略
』）。

　

景
色
を
「
ま
る
で
絵
の
よ
う
だ
」
と
感
じ
る
か
、「
絵
も
遠
く
お
よ
ば
な
い
」
と
感
じ
る
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
絵
を
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
実
景
を
眺
め
る
と
い
う
倒
錯
は
共
通
し
て
い
る
。

　
『
古
画
備
考
』
が
「
追
悼
集
」
か
ら
引
く
「
季
英
（
雪
舟
の
孫
弟
子
季
英
周
孫
）
説
」
は
、
雪
舟
の
屏
風
絵
を
「
西
湖
万
頃
、
碧
瑠
璃

の
如
し
。
昇
れ
ば
寺
は
山
を
抱
き
、
山
は
寺
を
抱
く
。
鱗
々
乎
と
し
て
猶
ほ
湖
山
の
ご
と
し
。
殿
社
は
席
間
に
歴
々
分
明
た
り
」
と
描
写

し
、
縮
地
の
方
術
に
よ
る
も
の
か
と
驚
い
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
あ
げ
た
「
題
扇
面
西
湖
図
」
に
よ
れ
ば
、
天
隠
龍
沢
は
人
を
介
し
て
雪

舟
に
依
頼
し
、
絹
に
描
い
た
一
本
を
周
防
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
て
、
お
き
ふ
し
眺
め
て
い
た
が
、
あ
る
日
鳳
裔
侍
者
と
い
う
僧
が
、
お
な
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じ
図
柄
の
扇
面
画
を
持
っ
て
き
て
天
隠
に
見
せ
、
題
文
を
求
め
た
。
鳳
裔
が
持
参
し
た
絵
は
、
天
隠
が
「
何
に
従
り
之
を
得
て
、
以
て
扇

画
に
上
せ
る
か
、
所
謂
名
画
は
霊
に
通
じ
、
羽
化
登
仙
す
る
者
か
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
雪
舟
画
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
希

世
霊
彦
は
「
題
等
悦
所
蔵
如
説4

〔
拙
〕
牧
牛
図
」
と
い
う
文
の
な
か
で
、「
雪
舟
の
弟
子
雲
峯
等
悦
は
、
近
年
明
か
ら
帰
国
し
て
画
境
の

進
歩
が
評
判
な
の
で
、
西
湖
図
の
製
作
を
依
頼
し
て
許
諾
を
得
て
い
た
が
、
忙
し
い
の
か
ま
だ
で
き
て
こ
な
い
」
と
歎
い
て
い
る
（『
村

庵
藁
』
下
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
雪
舟
や
そ
の
弟
子
の
名
を
付
さ
れ
た
西
湖
図
は
、
真
筆
・
模
本
と
り
ま
ぜ
て
大
量
に
日
本
社
会
に
出
ま
わ
っ
て
い
っ

た
）
39
（

。「
杭
州
名
所
づ
く
し
絵
」
と
い
う
実
用
風
景
画
が
、
い
か
に
日
本
人
に
歓
迎
さ
れ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に
―
―
「
天
橋
立
図
」
へ
の
展
望

　

京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝
「
天
橋
立
図
）
40
（

」（
図
12
）
は
、
日
本
を
代
表
す
る
景
勝
を
、
斜
め
上
か
ら
俯
瞰
す
る
か
た
ち
で
描
き
、
圧

倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る
。
観
念
化
さ
れ
た
中
国
的
風
景
ば
か
り
を
描
き
続
け
て
き
た
日
本
水
墨
画
を
突
き

ぬ
け
た
か
の
よ
う
な
大
作
で
あ
る
（90.2

×169.5㎝

）。
し
か
し
、
こ
の
絵
は
見
た
ま
ま
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
先
行
研
究

に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
こ
の
ま
ま
の
眺
望
が
得
ら
れ
る
地
点
は
実
在
し
な
い
。
じ
っ
さ
い
に
こ
の
角
度
か
ら
橋
立
を
見
下
ろ
す
に
は
、
空
中
高
く
浮

揚
す
る
必
要
が
あ
る
。
画
面
の
右
下
隅
に
描
か
れ
る
「
冠
嶋
」「
ク
ツ
嶋
」
は
、
天
照
大
神
が
冠
と
沓
を
脱
い
だ
と
い
う
伝
説
に
よ
る
名

で
あ
る
が
、
宮
津
湾
外
の
は
る
か
沖
に
あ
る
。
絵
の
下
辺
に
連
な
る
山
な
み
は
、
橋
立
の
砂
州
上
の
あ
る
地
点
か
ら
東
向
き
に
栗く

ん

田だ

半
島
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を
眺
め
た
風
景
を
、
左
右
を
逆
に
し
て
画
面
の
下
辺
に
貼
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ

る
（
中
嶋
利
雄
説
）。
つ
ま
り
、
こ
の
絵
の
構
図
は
き
わ
め
て
意
図
的
に
再
構

成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
画
面
全
体
の
与
え
る
印
象
が
「
西
湖
図
」
と
よ
く
似
て
い
る
）
41
（

。
中

央
に
横
た
わ
る
橋
立
の
砂
州
は
西
湖
の
蘇
堤
に
見
立
て
ら
れ
、
水
面
を
隔
て
て

多
く
の
寺
社
が
配
置
さ
れ
る
の
も
「
西
湖
図
」
と
共
通
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ

れ
の
名
所
の
名
が
、「
西
湖
図
」
と
同
様
文
字
情
報
と
し
て
書
き
こ
ま
れ
る
。

前
述
し
た
二
つ
の
島
と
「
橋
立
」
の
ほ
か
、
右
か
ら
左
へ
と
「
通
堂
」「
千
歳
橋
」

「
大
松
」「
弁
才
天
」「
大
聖
院
」「
世
野
山
成
相
寺
」「
今
熊
野
」「
大
谷
寺
」「
正

一
位
籠こ
の

／
之
大
明
神
／
一
宮
」「
不
動
」「
忘
橋
」「
忍
橋
」「
島
堂
」「
弁
才
天
」

「
慈
光
寺
」「
十
刹
／
安
国
寺
」「
諸
山
／
宝
林
寺
」「
北
野
」「
国
分
寺
」
の
文

字
が
確
認
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
絵
の
描
か
れ
て
い
る
料
紙
が
、
数
種
類
の
大
き
さ
の
紙
を
複
雑
に

貼
り
継
い
だ
も
の
か
ら
で
き
て
お
り
（
図
13
）、
ま
た
画
面
上
に
い
く
つ
か
不

連
続
な
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
絵
が
下
書
き
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
一
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
な
く
描
き
足
し
を
重
ね
た
結
果
で
あ
る
こ
と
、
を

物
語
っ
て
い
る
。

図12　 「天橋立図」（『新潮日本美術文庫１雪舟』PL.18）
京都国立博物館蔵
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第
二
点
が
、
雪
舟
が
中
国
で
手
が
け
た
「
実
用
風
景
画
」
に
直
結
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
第
一
点
に
つ
い
て
も
、
既
述
の
よ
う
に
、「
唐
土
勝
景
図
巻
」
と
そ
の
関
連
作

品
に
お
け
る
金
山
寺
の
描
出
に
類
例
が
あ
る
。
と
も
に
実
景
を
名
所
図
会
と
し
て
再
構
成
す

る
た
め
の
技
法
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
点
に
関
し
て
は
、
同
様
の
料
紙
の
使
い
方
が
「
唐
土

勝
景
図
巻
」
と
「
国
々
人
物
図
巻
」
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
42
（

。
こ
の
こ
と

か
ら
、
後
二
者
も
「
天
橋
立
図
」
と
同
様
、
雪
舟
が
旅
先
で
制
作
し
た
下
書
き
の
可
能
性
が

あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
真
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
43
（

。

　

以
上
よ
り
、「
天
橋
立
図
」
を
、
雪
舟
が
入
明
以
来
重
ね
て
き
た
種
々
の
「
実
用
風
景
画
」

の
集
大
成
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、「
唐
土
勝
景
図
巻
」・

「
国
々
人
物
図
巻
」・「
天
橋
立
図
」
の
三
作
品
を
一
括
り
に
ジ
ャ
ン
ル
化
す
る
こ
と
も
、

試
み
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

1 　

こ
れ
ら
の
作
品
群
で
雪
舟
真
筆
と
断
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
（
一
部
の
作
品
に
真
筆
説
が

あ
る
）
が
、
本
稿
の
観
点
か
ら
は
、
模
本
あ
る
い
は
雪
舟
の
エ
コ
ー
ル
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
充

分
に
検
討
の
対
象
と
な
り
う
る
。

2　

日
本
に
お
い
て
も
、了
庵
桂
悟
が
一
四
八
六
年
に
書
い
た「
天
開
図
画
楼
記
」（
一
枝
軒
梅
船『
図

書
考
略
記
』
巻
二
所
収
）
に
「
四
明
天
童
首
座
雲
谷
老
人
、
諱
等
楊
号
雪
舟
」
と
あ
る
ほ
か
、
雪

図13　「天橋立図」紙継概念図（『「天橋立図」を旅する』p.19）
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舟
の
友
人
万
里
集
九
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
こ
と
に
ふ
れ
た
文
章
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

3　

こ
の
称
号
を
ふ
く
む
落
款
・
序
跋
を
も
つ
作
品
（
模
本
を
ふ
く
む
）
と
し
て
、
①
山
口
県
立
美
術
館
蔵
「
倣
高
克
恭
山
水
図
巻
」（
一
四
七
四
年
「
大

明
々
州
天
童
第
一
座
雪
舟
」〔
奥
書
は
模
本
〕）、
②
毛
利
博
物
館
蔵
「
四
季
山
水
図
巻
（
山
水
長
巻
）」（
一
四
八
六
年
「
天
童
前
第
一
座
雪
舟
叟
等

揚
六
十
有
七
歳
筆
受
」）、
③
藤
田
美
術
館
蔵
「
七
十
一
歳
自
画
像
」（
一
四
九
〇
年
「
四
明
天
童
第
一
座
雪
舟
七
十
一
歳
之
冬
」〔
模
本
〕）、
④
山
口

県
立
美
術
館
蔵
「
束
帯
天
神
図
」（
一
四
九
三
年
「
四
明
天
童
第
一
座
雪
舟
七
十
四
歳
図
之
」）、
⑤
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
破
墨
山
水
図
」（
一
四
九

五
年
「
四
明
天
童
第
一
座
老
境
七
十
六
翁
雪
舟
書
」）、
⑥
愛
知
・
斉
念
寺
蔵
「
慧
可
断
臂
図
」（
一
四
九
六
年
「
四
明
天
童
第
一
座
雪
舟
行
年
七
十

七
歳
謹
図
之
」〔
図
１
〕）
の
六
点
が
知
ら
れ
て
い
る
（
山
口
県
立
美
術
館
・
雪
舟
研
究
会
編
『
雪
舟
等
楊
―
―
「
雪
舟
へ
の
旅
」
展
研
究
図
録
―
―
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

4　
「
典
賓
」
と
は
禅
寺
を
訪
れ
た
客
を
も
て
な
す
役
で
、「
知
客
」
と
も
い
い
、
渡
航
前
に
雪
舟
は
京
都
の
相
国
寺
で
こ
の
役
に
就
い
て
い
た
。
し
か
し
、

雪
舟
が
「
天
童
第
一
座
」
に
就
い
た
こ
と
は
、
了
庵
自
身
の
「
天
開
図
画
楼
記
」
を
含
む
諸
史
料
に
明
ら
か
で
あ
り
、
了
庵
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
書

い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

5　

村
井
章
介
・
須
田
牧
子
編
『
笑
雲
入
明
記
―
―
日
本
僧
の
見
た
明
代
中
国
―
―
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
798
、
二
〇
一
〇
年
）
と
し
て
、
読
み
下
し

と
注
釈
に
原
文
・
参
考
史
料
を
付
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
以
下
、
本
稿
の
『
笑
雲
入
明
記
』
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
の
書
に
付
し
た
村
井
筆
「
解
説
」

に
よ
る
部
分
が
多
い
。

6　

雪
舟
研
究
の
観
点
か
ら
『
笑
雲
入
明
記
』
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
、
高
橋
範
子
「
雪
舟
前
半
生
期
の
一
考
察
―
―
宝
徳
三
年
の
『
入
唐
記
』
に

導
か
れ
る
も
の
―
―
」（『
芸
術
論
究
（
帝
塚
山
学
院
大
学
美
学
美
術
史
研
究
室
）』
第
二
九
編
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。

7　

山
口
県
立
美
術
館
の
荏
開
津
通
彦
の
教
示
に
よ
る
と
、
本
図
巻
末
の
馬
船
の
絵
と
落
款
と
の
間
に
は
紙
継
目
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
事
実
は
、
本

図
は
ほ
ん
ら
い
馬
船
の
絵
が
最
後
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
推
測
と
齟
齬
し
な
い
。
な
お
、
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
編
『
没
後
五
〇
〇

年
特
別
展　

雪
舟
』
図
録
（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の
「
国
々
人
物
図
巻
」
作
品
解
説
（
二
五
六
頁
、
救
仁
郷
秀
明
筆
）
で
は
、
落
款
を
除
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く
本
体
が
雪
舟
真
筆
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

8　

雪
舟
の
滞
明
は
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）
〜
五
年
で
あ
る
が
、『
明
史
』
本
紀
成
化
三
年
是
歳
条
に
は
「
琉
球
・
哈ハ

密ミ

・
占チ
ヤ
ン
パ城
・
烏チ

斯ベ
ツ

蔵ト

」、
同
四

年
是
歳
条
に
は
「
琉
球
・
烏
斯
蔵
・
哈
密
・
日
本
・
満マ

剌ラ
ツ

加カ

」
の
入
貢
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
哈
密
は
西
域
の
一
国
（
現
在
、
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
自
治

区
の
内
）
で
、「
国
々
人
物
図
巻
」
の
「
西
蕃
人
」
の
範
疇
に
は
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
記
事
は
、『
明
史
』
本
紀
景
泰
四
年
是
歳
条
と
『
笑
雲
入
明
記
』

を
対
照
さ
せ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
入
貢
し
た
諸
蕃
を
挙
げ
つ
く
し
た
も
の
で
は
な
い
（
注
11
参
照
）。

9　

南
朝
・
梁
の
と
き
作
ら
れ
た
原
図
を
北
宋
代
に
模
写
し
た
も
の
が
、
北
京
の
中
国
国
家
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
大
西
廣
「
雪
舟
史
料
を
読
む
14

〜
18
・
国
々
人
物
図
巻
、
孫
廷
甫
・
画
法
巻
（
一
）
〜
（
五
）」（『
月
刊
百
科
』
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
一
一
月
号
）
参
照
。
な
お
、『
甬
江
耆
旧
詩
』

巻
五
に
収
め
る
寧
波
の
文
人
李
端
の
七
律
「
送
日
本
使
僧
帰
国
」
の
後
半
に
、「
肩
挑
雲
影
江
頭
別
、
衣
帯
天
香
海
上
還
、
到
日
賢
王
如
有
問
、
八

方
職
貢
列
朝
班
（
肩
に
雲
影
を
挑か
か

げ
て
江
頭
に
別
れ
、
衣
に
天
香
を
帯
び
て
海
上
を
還
る
、
到
れ
る
日
に
賢
王
の
如も

し
問
ふ
有
ら
ば
、
八
方
の
職
貢

朝
班
に
列
す
と
）」
と
あ
る
。
遣
明
使
は
帰
国
後
、「
職
貢
図
」
に
描
か
れ
た
よ
う
な
、
諸
蕃
が
朝
参
に
列
す
る
情
景
を
語
る
よ
う
、
明
側
か
ら
慫
慂

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
詩
か
ら
、「
国
々
人
物
図
巻
」
制
作
目
的
の
一
端
が
想
像
さ
れ
る
。

10　
「
天
開
図
画
と
い
う
言
葉
の
中
国
に
お
け
る
出
典
や
、
天
開
図
画
楼
記
と
い
う
も
の
の
中
国
に
お
け
る
先
蹤
」
に
つ
い
て
は
、
谷
口
鉄
雄
「
天
開

図
画
楼
記
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
五
四
号
、
一
九
六
四
年
）
に
く
わ
し
い
。

11　
『
笑
雲
入
明
記
』
に
は
見
え
な
い
が
、
他
に
安
南
・
占
城
・
哈
密
・
瓦オ
イ
ラ
ー
ト剌も
前
年
に
入
貢
し
て
お
り
、
元
日
の
参
賀
に
参
列
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
（『
明
史
』
本
紀
景
泰
四
年
是
歳
条
）。

12　

一
〇
月
二
日
の
朝
参
で
は
正
使
が
奉
天
門
で
表
文
を
捧
げ
た
が
、皇
帝
が
出
御
し
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、

出
御
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

13　

川
越
泰
博
『
モ
ン
ゴ
ル
に
拉
致
さ
れ
た
中
国
皇
帝
―
明
英
宗
の
数
奇
な
る
運
命
―
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。

14　

こ
の
「
礼
部
院
」
を
科
挙
の
試
験
会
場
で
あ
る
「
貢
院
」
の
こ
と
と
す
る
説
が
あ
る
（
田
中
豊
蔵
「
雪
舟
と
明
代
の
文
人
」『
画
説
』
八
号
、
一
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九
三
七
年
、
二
五
四
頁
；
小
川
裕
充
「
雪
舟
―
―
東
ア
ジ
ア
の
僧
侶
画
家
―
―
」『
国
華
』
一
二
七
六
号
、
二
〇
〇
二
年
、
三
六
頁
；
等
）
が
、
誤

り
で
あ
る
。
礼
部
院
は
礼
部
が
置
か
れ
た
庁
舎
の
名
称
で
、
承
天
門
の
南
に
あ
る
大
明
門
の
北
東
に
あ
っ
た
（
現
在
の
天
安
門
広
場
の
一
角
）
の
に

対
し
て
、
貢
院
は
「
皇
城
の
東
側
、
順
化
門
の
す
ぐ
内
側
の
南
よ
り
の
位
置
」
に
あ
っ
た
。
綿
田
稔
「
雪
舟
入
明
―
―
ひ
と
り
の
画
僧
に
お
こ
っ
た

特
殊
な
事
件
―
―
」（『
美
術
研
究
』
三
八
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
一
四
頁
参
照
。

15　

礼
部
尚
書
姚
蘷
（
よ
う
き
）
の
一
四
六
七
年
前
後
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
宣
夫
「
戊
子
入
明
と
雪
舟
・
下
」（『
美
術
史
』
二
五
号
、
一
九
五

七
年
）
二
九
頁
参
照
。

16　

成
化
戊
子
季
夏
（
四
年
六
月
、
一
四
六
八
）、
北
京
大
興
隆
寺
住
持
魯
庵
純
拙
が
雪
舟
に
贈
っ
た
送
別
の
詩
序
（
永
青
文
庫
蔵
）
に
、「
去
歳
よ
り

四
明
に
遊
び
、
天
童
山
第
一
座
に
陛
る
。
茲
に
京
に
朝
す
る
に
因
り
、
余
の
丈
室
に
詣ま
い

る
」
と
あ
る
。

17　

注
３
所
引
『
雪
舟
等
楊
―
―
「
雪
舟
へ
の
旅
」
展
研
究
図
録
―
―
』
一
二
九
〜
一
三
二
頁
、
作
品
解
説
「
四
季
山
水
図
」（
畑
靖
紀
筆
）
参
照
。

18　

注
14
所
引
綿
田
論
文
。

19　

注
16
所
引
史
料
。

20　

大
西
廣
「
雪
舟
史
料
を
読
む
１
〜
４
・
魯
庵
純
拙
贈
詩
（
一
）
〜
（
四
）」（『
月
刊
百
科
』
二
〇
〇
一
年
九
月
〜
二
〇
〇
二
年
一
月
号
）。
綿
田
稔
「
雪

舟
入
明
補
遺
―
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
と
「
破
墨
山
水
図
」
の
こ
と
―
―
」（『
天
開
図
画
』〔
雪
舟
研
究
会
研
究
誌
〕
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）
二
六

〜
二
七
頁
。

21　

山
下
裕
二
は
①
を
実
見
し
て
「
あ
る
い
は
京
博
本
は
雪
舟
真
筆
の
可
能
性
す
ら
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
持
っ
た
」
が
、
④
と
比
較
す
れ

ば
そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
乏
し
く
な
る
と
し
、
④
は
図
様
を
重
視
し
た
模
本
、
①
は
筆
法
を
重
視
し
た
模
本
と
結
論
す
る
（「
室
町
後
期
山
水
画

論
―
―
「
真
景
」
の
枠
組
み
・
内
海
の
イ
メ
ー
ジ
―
―
」『
国
華
』
一
二
〇
一
号
、
一
九
九
五
年
、
一
五
頁
）。
真
筆
説
を
否
定
す
る
根
拠
は
明
晰
と

は
い
い
が
た
い
。
荏
開
津
通
彦
は
「
雪
舟
の
中
国
真
景
画
巻
群
に
つ
い
て
」（『
天
開
図
画
』
一
号
、
山
口
県
立
美
術
館
、
一
九
九
七
年
、
二
八
頁
）

で
は
「
京
博
本
を
雪
舟
真
筆
と
す
る
こ
と
さ
え
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
前
掲
『
雪
舟
等
楊
―
―
「
雪
舟
へ
の
旅
」
展
研
究
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図
録
―
―
』（
二
〇
〇
六
年
）
の
「
唐
土
勝
景
図
巻
」
作
品
解
説
で
は
、
一
歩
進
め
て
「
雪
舟
等
楊
筆
」
と
し
た
（
一
七
七
頁
）。『
没
後
五
〇
〇
年

特
別
展　

雪
舟
』
図
録
（
注
７
所
引
）
の
「
唐
土
勝
景
図
巻
」
作
品
解
説
（
救
仁
郷
秀
明
筆
）
に
は
「「
天
橋
立
図
」
同
様
に
不
規
則
な
紙
継
ぎ
も

あ
り
、
描
写
は
ス
ケ
ッ
チ
風
の
特
徴
を
よ
く
と
ど
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
も
し
や
雪
舟
真
筆
で
は
と
思
わ
せ
る
作
品
で
あ
る
」
と
あ
る
（
二
五
六
頁
）。

22　

大
西
廣
「
雪
舟
史
料
を
読
む
19
・
唐
土
勝
景
画
稿
（
寧
波
府
図
）」（『
月
刊
百
科
』
二
〇
〇
四
年
一
月
号
）。

23　

注
21
所
引
荏
開
津
『
天
開
図
画
』
論
文
。

24　

大
西
廣
「
雪
舟
史
料
を
読
む
８
〜
10
・
唐
土
勝
景
図
巻
（
一
）
〜
（
三
）」（『
月
刊
百
科
』
二
〇
〇
二
年
六
〜
八
月
号
）。

25　

辻
惟
雄
「「
真
景
」
の
系
譜
―
―
中
国
と
日
本
―
―
（
上
）」（『
美
術
史
論
叢
』
一
号
、
一
九
八
五
年
）
一
三
〇
頁
。
注
28
も
参
照
。

26　

加
藤
繁
「
い
は
ゆ
る
秋
月
筆
揚
子
江
図
巻
に
つ
い
て
」（『
画
説
』
三
四
号
、
一
九
三
九
年
）
九
七
四
頁
。

27　

注
21
所
引
荏
開
津
『
天
開
図
画
』
論
文
、
三
〇
頁
。

28　

以
上
の
ほ
か
寧
波
城
内
に
細
字
で
「
原
本
彴
一
今
誤
摸
二
日
其
上
者
為
最
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
（
②
は
「
日
」
字
を
欠
く
）。
こ
の
注
記
に
つ

い
て
、
注
21
所
引
荏
開
津
『
天
開
図
画
』
論
文
、
三
七
頁
注
18
に
、「
や
や
解
し
に
く
い
が
、「
原
本
に
は
彴
（
丸
木
橋
）
は
一
本
で
あ
っ
た
が
、
誤
っ

て
二
本
模
写
し
た
。
上
に
あ
る
方
の
橋
が
正
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
ボ
ス
ト
ン
本
・
狩
野
文
庫
本
の
こ
の
部
分
に
は
橋
が
二

本
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
注
記
が
雪
舟
原
本
に
も
と
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
雪
舟
が
こ
れ
ら
の
画
巻
の
制
作
に
粉
本
を
用
い
て
お
り
、
し
か

も
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
そ
れ
を
か
な
り
忠
実
に
模
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
」
と
あ
る
。

29　

注
６
所
引
論
文
、
二
九
〜
三
〇
頁
。

30　
「
雪
舟
史
料
を
読
む
14
・
国
々
人
物
図
巻
、
孫
廷
甫
・
画
法
巻
（
一
）」（『
月
刊
百
科
』
二
〇
〇
三
年
四
月
号
）
四
五
頁
。

31　

注
21
所
引
山
下
論
文
、
一
五
頁
。

32　

詩
の
全
文
は
「
万
古
波
心
寺
、
金
山
名
目
新
、
天
多
剩
得
月
、
地
少
不
生
塵
、
過
櫓
妨
僧
定
、
驚
濤
濺
仏
身
、
誰
言
張
処
士
、
題
後
更
無
人
」（『
全

唐
詩
』
巻
七
百
四
十
三
）。
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33　

詩
の
全
文
は
「
遺
音
寂
寂
鎖
龍
門
、
此
日
青
嚢
竟
不
聞
、
水
底
有
天
行
日
月
、
墓
前
無
地
拝
児
孫
、
秋
風
野
寺
供
生
飯
、
夜
月
漁
燈
照
断
魂
、
我

有
誄
歌
招
不
返
、
停
帆
空
見
白
鷗
群
」。
熊
谷
宣
夫
「
楊
子
江
図
巻
と
唐
山
勝
景
図
稿
」（『
三
彩
』
七
五
号
、
一
九
五
六
年
）
参
照
。

34　

大
西
廣
「
雪
舟
史
料
を
読
む
11
〜
13
・
中
心
□
忠
「
弔
郭
璞
墓
」（
一
）
〜
（
三
）」（『
月
刊
百
科
』
二
〇
〇
二
年
九
月
〜
二
〇
〇
三
年
一
月
号
）。

35　

村
井
章
介
「
十
年
遊
子
は
天
涯
に
在
り
―
―
明
初
雲
南
謫
居
日
本
僧
の
詩
交
―
―
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
二
号
、
二
〇
一
一
年
）。

36　

宮
崎
法
子
「
西
湖
を
め
ぐ
る
絵
画
―
―
南
宋
絵
画
史
初
探
―
―
」（
梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一

九
八
四
年
）。

37　

蘇
東
坡
の
西
湖
を
詠
じ
た
詩
「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
」
の
「
水
光
瀲
灔
晴
方
好
、
山
色
空
濛
雨
亦
奇
」
に
よ
る
成
語
。
な
お
、
有
名
な
雪
舟
自
賛
の

あ
る
「
破
墨
山
水
図
」
に
加
え
ら
れ
た
天
隠
龍
沢
の
賛
に
も
、「
玉
澗
江
山
誰
又
摹
、
雨
奇
晴
好
対
西
湖
」
と
あ
る
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）。

38　

杭
州
出
身
で
地
方
官
を
歴
任
し
た
田
汝
成
（
一
五
〇
三
〜
五
七
）
は
、
洪
静
夫
の
家
で
「
李
嵩
作
」
と
い
う
落
款
の
入
っ
た
西
湖
図
四
幅
を
見
て
、

「
寺
観
峯
隖
皆
有
標
題

0

0

0

0

0

0

0

0

、
工
巧
絶
倫
、
蓋
当
時
進
御
物
也
」
と
記
し
て
い
る
（『
西
湖
遊
覧
志
余
』
巻
一
七
）。
洪
静
夫
は
正
徳
五
年
（
一
五
一
〇
）

の
挙
人
で
西
湖
の
孤
山
に
別
業
を
構
え
た
と
い
う
。
李
嵩
は
杭
州
出
身
の
南
宋
の
画
院
画
家
で
、
多
く
の
西
湖
図
が
か
れ
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
さ
れ

て
い
た
（
注
36
所
引
宮
崎
論
文
、
二
二
一
頁
）。

39　

戸
田
禎
佑
「
雪
舟
研
究
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」（
山
根
有
三
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
は
、

「
模
本
や
亜
流
作
の
な
か
に
残
る
雪
舟
流
の
「
西
湖
図
」
が
実
景
風
で
な
い
こ
と
」
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
を
「
彼
（
雪
舟
）
は
西
湖
図
を
型
と
し

て
受
け
入
れ
た
‥
‥
彼
は
西
湖
の
実
景
と
し
て
西
湖
図
を
画
い
た
の
で
は
な
い
」
と
説
明
す
る
（
一
六
一
〜
一
六
二
頁
）。

40
「
天
橋
立
図
」
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
議
論
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
も
の
と
し
て
、『「
天
橋
立
図
」
を
旅
す
る
―
―
雪
舟
の

記
憶
―
―
』（
朝
日
百
科
日
本
の
国
宝
別
冊
・
国
宝
と
歴
史
の
旅
11
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
）
と
、『
天
開
図
画
』
第
四
号
の
特
集
「
中
嶋
利

雄
氏
の
天
橋
立
図
論
」（
二
〇
〇
一
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

41　

熊
谷
宣
夫
「
西
湖
図
と
天
橋
立
」（『
大
和
文
華
』
二
二
号
、
一
九
五
七
年
）。
注
36
所
引
宮
崎
論
文
、
二
〇
九
頁
以
下
に
、「
天
橋
立
図
」
に
酷
似
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す
る
構
図
を
も
つ
李
嵩
筆
「
西
湖
図
巻
」（
上
海
博
物
館
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
注
21
所
引
山
下
論
文
、
一
七
〜
一
八
頁
参
照
）。

42　

筆
者
は
山
口
県
立
美
術
館
の
荏
開
津
通
彦
か
ら
調
査
結
果
の
提
供
を
受
け
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

43　

注
７
所
引
図
録
、
二
五
六
頁
の
「
唐
土
勝
景
図
巻
」「
国
々
人
物
図
巻
」
作
品
解
説
（
救
仁
郷
秀
明
筆
）
に
、「
料
紙
が
整
わ
な
い
旅
先
で
雪
舟
自

身
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宮
島
新
一
『
雪
舟
―
―
旅
逸
の
画
家
―
―
』（
青
史
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、「
唐

土
勝
景
図
巻
」
を
模
本
と
し
つ
つ
、「
国
々
人
物
図
巻
」
に
つ
い
て
は
「
人
物
の
み
な
ら
ず
駱
駝
や
象
な
ど
の
奇
獣
や
船
ま
で
写
し
た
前
者
は
、
真

筆
と
見
て
も
良
い
だ
ろ
う
。人
物
の
表
現
に
は
拙
宗
の
人
物
図
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、在
明
中
の
作
と
考
え
ら
れ
る
」と
指
摘
す
る（
九
二
頁
）。

図
版
の
典
拠
は
以
下
の
と
お
り
。

図
１
・
４
・
６
〜
11
＝
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
編『
没
後
五
〇
〇
年
特
別
展 

雪
舟
』（
展
覧
会
図
録
、毎
日
新
聞
社
、二
〇
〇
二
年
三
月
）

図
２
・
５
＝
山
口
県
立
美
術
館
・
雪
舟
研
究
会
編
『
雪
舟
等
楊　
「
雪
舟
へ
の
旅
」
研
究
図
録
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

図
３
＝
村
井
章
介
・
須
田
牧
子
校
注
『
笑
雲
入
明
記　

日
本
僧
の
見
た
明
代
中
国
（
東
洋
文
庫
798
）』（
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

図
12
＝
島
尾
新
『
新
潮
日
本
美
術
文
庫
１
雪
舟
』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）

図
13
＝
島
尾
新
『
国
宝
と
歴
史
の
旅
11
「
天
橋
立
図
」
を
旅
す
る
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
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Sesshū Tōyō 雪舟等楊 and Shōun Zuikin 笑雲瑞訢
―Imaging Ming China through Water Paintings and a Travel Diary―

Murai Shōsuke

Sesshū Tōyō, the most famous painter in medieval Japan, traveled in China 

together with the official Japanese embassy between 1467-69. During his journey 

he has painted several pictures as part of his works, the Kuniguni jinbutsu zukan 

国々人物図巻 (Illustrated Scroll of Figures from the Various Countries) and the 

Tōdo shōkei zukan 唐土勝景図巻 (Illustrated Scroll of Scenic Views of China). On 

the other hand, there was a Zen-monk, Shōun Zuikin who went to China as 

member of the former official Japanese embassy in 1453-54. During his stay he 

kept a travel diary titled Shōun nyūminki 笑雲入明記 . Both Sesshū and Shōun 

traveled almost on the same route. The pictures of Sesshū and the writings of 

Shōun help us to imagine China in the middle of the 15th century.

For example, at the end of the year, “barbarian” envoys from dif ferent 

countries arrived one after another in Beijing in order to participate at the 

imperial audience for the New Year ’s greetings. Sesshū painted these 

“barbarians” in his work and Shōun made a record in his diar y about the 

exchange with them. Sesshū was also praised by the Chinese for his painting on 

the wall of the building of the Ministry of Rites in Beijing. According to Shōun’s 

diary, the visit in the Ministry of Rites was a regular practice after the audience 

with the emperor. That is why we may suppose that the Minister of Ministry of 

Rites asked Sesshū to paint a picture on the wall, when the Japanese visited the 

Ministry after the audience. 

Sesshū drew pictures of the beautiful landscape on the way from Ningbo to 

the crossing point of the Yangtze River for his illustrated scrolls, but he also 

painted separated pictures of the same landscape. Sesshū made these pictures in 

order to prepare himself for orders in Japan. He expected that Japanese 
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customers would order “pictures of noted places in China” after his return to 

Japan. These pictures, however, do not always represent the actual landscape that 

Sesshū really saw in China. He sometimes rearranged or changed the actual 

landscape for his own purposes, which was a usual method of Chinese landscape 

painting. We can find the similar mentality in the diary of Shōun, who sometimes 

used his imagination when he was writing his account on sightseeing in China or 

when he was composing poems on natural landscape.

The Amanohashidate zu 天橋立図 (View of Amanohashidate), designated as 

a National Treasure was painted by Sesshū according to the techniques of 

“practical landscape painting”, that he mastered during his journey in China. This 

work can be considered as the crystallization of these techniques from China.


